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者
対
策
は
国
保
、
組
合
国
保
の
 

加
入
者
に
が
ん
の
情
報
を
も
た
 

せ
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
 

医
療
は
非
営
利
 

事
業
だ
と
い
う
。
 

そ
の
上
、
胃
集
検
 

は
公
益
事
業
だ
と
 

も
い
う
。
そ
の
思
 

い
入
れ
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
 

え
方
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
他
人
 

が
あ
れ
こ
れ
口
を
挿
む
べ
き
こ
 

と
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
 

考
え
方
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
 

少
し
く
考
え
て
み
て
も
い
い
点
 

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
例
え
 

ば
、
日
本
共
産
党
幹
部
会
副
委
 

員
長
上
田
耕
一
郎
氏
は
、
「
『
ゴ
 

︱
タ
綱
領
草
案
批
判
』
で
マ
ル
 

ク
ス
は
、
社
会
主
義
と
い
う
の
 

は
、
労
働
収
益
を
全
部
労
働
者
 

に
戻
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
 

て
、
生
産
手
段
の
補
填
と
拡
張
 

を
は
じ
め
国
全
体
の
、
働
か
な
 

い
人
の
た
め
の
社
会
保
障
と
 

か
、
一
般
管
理
費
、
国
家
費
用
 

な
ど
の
た
め
に
必
要
な
元
本
を
 

控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
 

書
い
て
い
る
。
「
利
潤
」
と
い
 

う
言
葉
は
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
時
代
 

の
経
済
改
革
で
使
わ
れ
始
め
た
 

の
だ
が
、
社
会
主
義
の
国
で
も
 

余
剰
は
当
然
な
け
れ
ば
な
ら
 

ず
、
そ
れ
を
社
会
生
活
全
体
の
 

た
め
の
合
理
的
な
も
の
に
使
え
 

ば
矛
盾
は
な
い
。
問
題
は
、
全
 

体
か
ら
見
て
ど
う
な
の
か
と
い
 

う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
 

る
。
(
新
潮
；
5
五
月
号
)
共
産
 

主
義
者
で
も
余
剰
、
つ
ま
り
事
 

業
の
利
潤
を
認
め
て
い
る
こ
と
 

は
、
注
目
す
ベ
き
で
あ
る
。
 

適
正
な
利
益
が
な
け
れ
ば
、
 

医
療
施
設
の
拡
充
は
不
可
能
で
 

あ
る
し
、
高
額
医
療
機
器
の
導
 

入
も
不
可
能
。
職
員
の
処
遇
が
 

十
分
で
な
け
れ
ば
、
有
能
な
ス
 

タ
ッ
フ
の
確
保
も
で
き
な
い
。
 

「
赤
ヒ
ゲ
的
理
念
」
が
い
く
ら
 

立
派
で
も
、
こ
れ
で
は
、
現
実
 

問
題
と
し
て
、
患
者
に
満
足
を
 

与
え
る
医
療
を
行
う
こ
と
は
不
 

可
能
で
あ
る
。
胃
集
検
の
世
界
 

に
も
公
務
員
的
感
覚
の
人
間
が
 

増
え
て
く
る
と
、
余
剰
と
か
利
 

益
に
対
す
る
認
識
が
ソ
連
の
人
 

民
の
よ
う
に
欠
落
し
て
い
る
の
 

で
「
即
悪
」
と
思
い
が
ち
な
の
 

で
、
ま
こ
と
に
困
つ
た
も
の
だ
。
 

胃
集
検
に
従
事
す
る
放
射
線
技
19が
早
い
。
連
日
、
午
前
五
時
、
 

六
時
。
そ
の
上
、
診
断
の
決
め
手
に
な
る
質
の
高
い
X
線
写
真
が
要
求
さ
 

れ
る
ハ
︱
ド
な
仕
事
で
あ
る
。
本
会
の
技
師
部
会
で
は
、
数
年
前
か
ら
胃
 

集
検
に
従
事
す
る
放
射
線
技
師
を
表
彰
す
る
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
 

き
た
が
、
市
川
平
三
郎
.世
話
人
代
表
の
基
金
拠
出
が
あ
っ
て
、
一
気
に
 

「
市
川
賞
」
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
で
、
胃
集
検
放
射
 

線
技
師
に
と
つ
て
は
新
時
代
へ
の
幕
が
開
か
れ
た
。
 

視

点
 

胃
集
検
に
発
明
を
 

I授
賞
は
九
月
の
部
会
 

る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
医
 

療
に
対
す
る
民
間
か
ら
の
評
価
 

が
厳
し
く
な
る
こ
と
を
予
想
し
 

そ
れ
に
対
応
し
ょ
う
と
す
る
も
 

の
で
、
今
後
の
放
射
線
技
師
の
 

あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
 

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
 

(
関
連
記
事
七
面
) 

世
話
人
の
写
真
展
示
 

技
師
の
話
題
の
焦
点
 し̂ 

技
師
部
会
の
世
話
人
(
四
十
 

九
人
，
代
表
斎
藤
裕
久
，
国
立
 

横
浜
病
院
副
技
師
長
)
が
、
九
 

月
八
日
の
第
二
三
回
部
会
の
会
 

場
で
X
線
写
真
の
展
示
を
行
う
 

こ
と
に
な
つ
た
。
 

世
話
人
の
所
属
は
、
国
立
が
 

ん
セ
ン
タ
︱
を
は
じ
め
と
し
て
 

癌
研
、
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
 

タ
ー
、
国
立
東
京
第
二
病
院
、
 

慶
応
大
学
病
院
、
早
期
胃
癌
検
 

診
協
会
、
東
京
医
大
病
院
、
さ
 

ら
に
各
県
の
対
が
ん
協
会
支
 

部
、
が
ん
セ
ン
タ
︱
な
ど
わ
が
 

国
を
代
表
す
る
超
一
流
の
実
施
 

機
関
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
さ
 

ら
に
昨
年
四
月
、
岐
阜
市
で
行
 

わ
れ
た
画
像
評
価
展
示
の
最
優
 

秀
賞
、
優
秀
賞
を
受
け
た
技
師
 

も
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
 

り
、
は
た
し
て
ど
ん
な
X
線
写
 

技
師
会
 

シ
ン
ポ
 

第
四
〇
回
地
方
会
は
九
月
九
 

日
、
横
浜
，
関
内
ホ
︱
ル
で
開
 

催
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
日
の
八
 

2
 
6
技
術
実
力
検
？
？
試
験
 

日
本
ェ
ム
.ィ
ー
学
会
で
は
 

第
一
二
回
第
二
種
22技
術
実
 

力
検
定
試
験
を
、
九
月
九
日
、
 

全
国
四
会
場
で
実
施
す
る
。
 

こ
の
試
験
で
は
、
「
医
用
生
 

体
工
学
技
術
を
応
用
し
た
機
 

器
：
ン
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
を
 

中
心
に
し
た
医
用
生
体
工
学
に
 

関
す
る
知
識
を
も
ち
、
適
切
な
 

指
導
の
も
と
で
、
そ
れ
を
実
際
 

に
医
療
に
応
用
し
う
る
資
質
」
 

を
検
定
す
る
。
 

第

回̂
日
本
が
ん
疫
学
研
 

七
月
六
日
、
札
幌
市
で
開
か
 

れ
る
第
一
三
回
日
本
が
ん
疫
学
 

研
究
会
で
、
ヮ
︱
ク
シ
ョ
ッ
ブ
 

六
題
の
中
、
岡
木
直
幸
氏
(神
奈
 

川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
)は
が
 

ん
検
診
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
 

ま
と
め
で
、
市
町
村
の
未
受
診
 

真
が
見
ら
れ
る
か
、
技
師
の
話
 

題
の
焦
点
に
な
つ
て
い
る
。
 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
 

の
胃
集
検
X
線
写
真
が
一
堂
に
 

展
示
さ
れ
る
試
み
は
、
初
め
て
 

で
あ
り
、
認
定
技
師
の
あ
り
方
 

と
か
ら
め
て
、
入
「
後
の
発
展
へ
 

の
期
待
が
大
き
い
(
七
面
参
照
) 

重
要
課
題
に
取
り
組
む
 

日
、
同
じ
会
場
で
第
二
三
回
技
 

師
部
会
が
行
わ
れ
る
。
 

シ
ン
ポ
Iは
「
放
射
線
技
師
 

は
今
、
消
化
管
撮
影
で
何
が
で
 

今
、
胃
集
検
の
分
野
で
は
、
 

何
ら
か
の
"発
明
"が
欲
し
い
 

と
思
う
。
 

日
本
消
化
器
集
検
学
会
の
全
 

国
集
計
を
み
る
と
、
昭
和
六
十
 

二
年
と
六
十
三
年
を
比
較
し
 

て
、
要
精
検
率
、
が
ん
発
見
 

率
、
早
期
が
ん
の
割
合
な
ど
の
 

数
字
が
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
 

に
、
ほ
ぼ
一
定
の
数
値
を
示
し
 

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、
胃
 

集
検
そ
の
も
の
が
成
熟
期
を
迎
 

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
関
 

係
者
の
努
力
限
界
が
近
い
の
か
 

世
話
人
代
表
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
名
誉
院
長
 

も
し
れ
な
い
。
 

誤
解
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
 

い
が
、
一
所
懸
命
努
力
さ
れ
て
 

い
る
関
係
者
に
こ
れ
以
上
鞭
を
 

打
つ
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
の
 

集
計
が
示
し
て
い
る
成
績
の
壁
 

を
破
る
の
に
は
、
ど
う
し
た
ら
 

レ
レ
力
な
に
力
"
発
明
"
力
 

ほ
し
い
、
と
の
思
い
に
か
ら
れ
 

る
の
で
あ
る
。
 

ソ
ニ
︱
と
言
う
会
社
は
、
平
 

成
元
年
三
月
期
の
売
上
高
が
一
 

兆
五
、
三
六
四
億
円
、
従
業
員
 

一
万
八
千
人
の
わ
が
国
を
代
表
 

第
一
面
 

こ
の
賞
の
運
営
と
受
賞
者
の
 

選
考
は
、
斎
藤
裕
久
，
国
立
横
 

浜
病
院
副
技
師
長
ほ
か
六
名
の
 

技
師
が
表
彰
審
査
委
員
会
の
委
 

員
と
な
つ
て
行
う
こ
と
と
し
て
 

お
り
、
受
賞
者
は
原
則
と
し
て
 

放
射
線
技
師
部
会
世
話
人
が
推
 

薦
し
た
候
補
者
の
中
か
ら
選
考
 

す
る
が
、
五
年
以
上
消
化
管
撮
 

影
に
従
事
し
、
本
会
の
会
員
と
 

し
て
会
費
を
完
納
し
た
者
と
し
 

て
い
る
。
 

表
彰
は
毎
年
一
回
放
射
線
技
 

師
部
会
総
会
時
に
行
う
こ
と
と
 

し
、
対
象
は
一
受
賞
者
に
限
る
。
 

こ
の
賞
は
表
彰
状
の
他
、
副
賞
 

を
添
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
 

に
な
つ
て
い
る
。
 

市
川
賞
の
制
定
な
ら
び
に
認
 

定
技
師
制
度
の
確
立
な
ど
は
、
 

X
線
写
真
の
質
の
向
上
に
よ
る
 

胃
集
検
の
精
度
管
理
に
貢
献
す
 

市
"平
一
一
一
良
 

す
る
世
界
的
企
業
で
あ
る
が
、
 

昭
和
二
十
年
十
月
、
東
京
通
信
 

研
究
所
と
し
て
発
足
し
た
と
き
 

は
従
業
員
は
わ
ず
か
七
、
八
人
 

で
あ
っ
た
。
 

こ
の
グ
ル
︱
ブ
が
、
今
日
の
 

ソ
二

 
︱
に
発
展
す
る
最
初
の
金
 

字
塔
は
、
テ
︱
プ
レ
コ
ー
ダ
︱
 

の
完
成
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
 

四
年
か
ら
二
十
五
年
の
こ
と
で
 

あ
る
。
 

当
時
、
テ
︱
ブ
レ
コ
︱
ダ
︱
 

に
つ
い
て
の
構
想
は
ま
っ
た
く
 

無
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
ァ
メ
 

リ
カ
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
レ
コ
︱
ダ
 

︱
と
い
う
の
が
あ
つ
た
。
ワ
イ
 

ャ
︱
を
テ
︱
プ
に
す
る
研
究
も
 

ド
イ
ツ
で
す
す
め
ら
れ
一
九
三
 

0年
に
発
表
さ
れ
、
三
六
年
ん
 

630社
が
テ
ユ
ブ
レ
コ
ー
ダ
︱
 

の
原
型
を
発
表
し
て
い
る
と
い
 

う
。
ア
メ
リ
カ
で
も
研
究
と
製
 

作
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
 

ソ
二

 Iの
テ
Iブ
レ
コ
︱
ダ
I 

が
爆
発
的
に
売
れ
て
行
っ
た
の
 

は
、
ひ
と
口
に
言
つ
て
ソ
ニ

 ︱
 

な
ら
で
は
の
創
意
工
夫
、
つ
ま
 

り
"発
明
"が
あ
っ
た
か
ら
な
 

の
で
あ
る
。
 

第
二
の
金
字
塔
。
ト
ラ
ン
ジ
 

ス
タ
︱
ラ
ジ
オ
の
完
成
に
つ
い
 

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
ト
 

ラ
ン
ジ
ス
タ
︱
は
四
八
年
ァ
メ
 

リ
カ
で
発
明
さ
れ
、
ベ
ル
電
話
 

研
究
所
は
、
真
空
管
を
使
わ
な
 

い
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
の
 

試
作
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
れ
 

な
の
に
、
な
ぜ
五
二
年
か
ら
研
 

究
を
始
め
た
後
発
の
ソ
二
 I 

が
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
︱
ラ
ジ
オ
 

で
世
界
を
席
巻
し
た
の
だ
ろ
 

う
。
こ
こ
に
も
、
ソ
二
︱
ら
し
 

い
"発
明
"が
あ
っ
た
の
で
あ
 

る
。
(
新
潮
社
一
九
六
二
年
刊
，
 

8社
の
秘
密
-田
ロ
憲
一
著
参
 

照
) そ

の
"発
明
"の
秘
密
は
、
 

①
ど
こ
で
も
や
ら
な
い
こ
と
を
 

や
る
、
②
他
社
よ
り
一
歩
先
ん
 

じ
る
、
③
最
高
の
技
術
を
開
発
 

す
る
、
④
常
に
ア
イ
デ
ア
を
み
 

が
く
、
⑤
世
界
を
相
手
と
す
 

る
、
こ
と
だ
と
言
う
。
 

三
十
年
も
前
に
出
版
さ
れ
た
 

本
を
読
み
直
し
て
み
て
、
胃
集
 

検
に
も
ソ
二
︱
流
の
"発
明
" 

が
必
要
な
と
き
に
き
て
い
る
の
 

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
胃
が
 

ん
を
征
圧
す
る
日
の
た
め
に
。
 

き
る
か
」
、
同
！
一
 
な
ぜ
認
定
 

技
師
が
必
要
か
」
で
、
今
、
胃
 

集
検
放
射
線
技
師
が
当
面
し
て
 

い
る
最
重
要
課
題
に
、
真
正
面
 

か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
 

の
で
、
討
論
の
な
り
行
き
に
よ
 

つ
て
は
、
波
乱
も
予
想
さ
れ
 

る
0
 

第
3回
集
検
従
事
者
研
，
大
阪
 

第
三
回
集
検
従
事
者
研
総
会
 

は
四
月
二
十
九
日
、
大
阪
で
開
 

か
れ
特
別
講
演
は
、
「
ヘ
ル
ス
 

事
業
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」
 

厚
生
省
伊
藤
雅
治
，
老
人
保
健
 

課
長
、
「
胃
集
検
の
客
観
的
評
 

価
」
放
医
研
飯
沼
武
研
究
室
 

長
、
「
消
化
器
診
断
に
お
け
る
 

デ
ジ
タ
ル
画
像
の
現
状
と
将
 

来
」
兵
庫
医
大
三
浦
貴
士
教
授
 

の
三
題
。
シ
ン
ポ
は
「
X
線
装
 

置
耐
用
年
数
の
評
価
」
と
「
胃
 

集
検
受
診
者
拡
大
の
た
め
の
方
 

策
」
の
二
題
で
あ
っ
た
。
 



平 成 2 年 6 月 2 5 曰 胃 集 検 通 信 ( 之 ) 

地域検診 職域検診 計 

お 診 教 
1^ 0^ 每 样 说 キ 粉 炭矛目俠ぜ奴 

要 精 検 率 
精検受診者数 
精 検 受 診 率 
発見胃がん数 
発 見 率 

3， 356 481 

403， /づ上 

1 4 . 6 ^ 

408， 972 

83， 5ぉ 

5 1 3 2 7 

0.16^ 

1，8641635 

^00， 00丄 

14. 3ぉ 

177，001 

66. 4 ^ 

1 ,087 

0 . 0 6 ^ 

5，221116 

756 ，マ2 

5 8 5 , 9 7 3 

7 7 . 5 ^ 

6 , 4 1 4 

0，12^ 

早期胃がん患者数 2， 840 602 3， 442 

早期胃がんの割合 53， 3ぉ 5 5 . 4 ^ 53，1。ん 

確 

実 地 医 家 の た め の 

冃 X 線 ^ ! ^ の 

国 立 が ん セ ン タ — 病 院 院 長 市 川 平 三 郎 監 修 

^ ： 阪 桜 橋 武 田 診 療 所 所 長 武 田 恭 子 他 編 

キーワード，基礎知識'用語解説，そしてワンポ 
イン卜アドバイスとわかりやすい構成で綴ったまつ 
たく新しいタイプの本。 

胃X線写真読影という作業は誰でちがやっていて， 
誰でも判っているよラな気になるものだが，同じ写 
真をみていても，人によって随分と違った考え方を 
するものである。I本書は研究会のカンファランスの 
内容をまとめたもので国立がんセンター病院院長の 
市)11平三郎先生のァドノ \'イスを数多ぐの症例をまじ 
えて紹介。討論の会話は関西弁のままで臨場感をだ 
した。 

金原出)！反 1 = 1 1 3 - 9 1 東京都文京区湯島 2 — 3 1 - 1 4 

電 き 0 6 ) 9 " - ? 1 铴 

8 5 判 2 4 0 1 1 3 0 0図定価 1 2 . 0 0 0円 

男 性 女 性 総 数 
1975年 

推 計 
全部位 178， 000 142， 500 3 2 0 1 5 0 0 

胃 59， 800 34，100 93， 900 67： 260 

肺 24， 700 9， 600 34， 300 18， 359 

乳 房 19， 900 19， 900 9， 737 

子 宮 17， 600 17， 600 15， 704 

肝 臓 16，000 5， 600 21，600 

1 2 , 0 0 0 1 1 , 1 0 0 23,100 
直 腸 9 , 1 0 0 6， 300 15， 400 

隨 ^ I I 8 八 検診用 
ン八一夕，ジェネレ 

が'～̶ 

胃 部 集 検 用 X 線 シ ス テ ム 

(！乂線高'苞圧装置に集I寸]検^用として新たに開発したインバー 

タ'ジェネレータを採用。 

^省エネルギー、省スペースタイプのX線装IIです。 

！)検^効率を一層向卜させる八8(3、八2(3、八丁8、オートアイリス 

など多くの自動制御機構を標準装備。 

翁操作性に優れた透視撮影台と併せて、より効率的に集I寸I検診 

が行えます。さらに、スーパ'メタル1.1.、力一ボンファイバ一天板 

など、鮮明な画像を得るためにも東芝独自の先進技術を投入、 

価値ある検診を実現します。 

アンダーテーブルチューブ式 
間接用透視撮影台 

0 丁?3-600^ 

株 式 会 社 東 芝 東 芝 メ テ ^ カ ル 株 式 会 社 

東京都文京区本鄉3丁目26番5号暴113 803(818)211V総合案内） 

？療と健康に先端技術を⋯⋯東芝メディカル 

癌発見の機会 

部位 調 査 観察数（人）率（え） 集団検診 健康診断 医療機関受療 

胃 第 5 次 3 , 2 4 9 (卿お) 氐 4 . 6 ^ 

第 4 次 2 , 9 7 6 ま 幻 3 . 9 ^ 2 . 6 ^ 9 3罾5 ^ 

肺 第 5 ' 次 1 , 8 4 0 ひ 喊 ) 5 . 4 2 . 4 ^ 

第 4 次 7 5 5 ひ 0 0 幻 3 . 4 ^ 1 . 9 ^ 9ん1。ん 

乳房 第 5 次 1 , 3 4 8 ひ 喊 ) 4 . 0 ^ ヱ.IX 93罾3ぇ 

第 4 次 448ひ。。?^) 0 . 2 ^ 1 . 1 ^ 98， 7 % 

子宮 第 5 次 1,132ひ。。？^) 5， 0《 7もIX 

第 4 次 9 5 6 ( 1 0 0 % ) 1.0ガ 78， 8《 

合計 第 5 次 7 , 5 6 9 。。。え） ァ.7% 3 . 8 ^ 88， 5 % 

第 4 次 5 , 1 3 5 (柳ガ） 5 . 4 ^ 3 . 1 ^ 9 1 . 5 ^ 

がん患者の1985年現在の全国推計値 
(厚生省による、単位，人) 

病 め と め 
息 し 。 の 
^ 0 看 デ 

地域，職域検診別の集検成績（直接，間接合計） 

I者
ぉ̂
增
 

対
象
部
位
は
、
胃
、
肺
、
乳
 

房
、
子
宮
、
肝
臓
、
結
腸
、
直
 

腸
で
、
性
別
の
数
は
別
表
の
通
 

り
で
あ
る
。
胃
が
ん
は
男
性
五
 

万
九
千
八
百
人
、
女
性
三
万
四
 

千
百
人
、
合
計
九
万
三
千
九
百
 

人
。
十
年
前
の
一
九
七
五
年
の
 

推
計
六
万
七
千
人
よ
り
四
〇
％
 

の
増
加
で
あ
る
。
八
五
年
度
の
 

日
本
消
化
器
集
検
学
会
の
全
国
 

集
計
に
よ
る
集
検
の
発
見
胃
が
 

ん
数
は
六
千
二
百
四
十
人
だ
か
 

ら
六
，
六
Xに
な
る
。
今
後
の
 

胃
集
検
の
目
標
値
の
一
つ
と
し
 

て
、
精
度
管
理
に
よ
る
胃
が
ん
 

発
見
率
の
向
上
と
受
診
者
数
の
 

拡
大
を
は
か
ら
な
く
て
は
な
ら
 

な
い
。
 

七
五
年
比
で
著
し
く
増
加
し
 

た
の
は
、
乳
が
ん
で
九
千
七
百
 

人
が
一
万
九
千
九
百
人
と
率
に
 

し
て
二
〇
四
％
増
。
肺
が
ん
も
 

一
万
八
千
三
百
五
十
九
人
が
三
 

万
四
千
三
百
人
、
八
七
X
も
急
 

増
。
大
腸
が
ん
も
三
万
八
千
五
 

百
人
と
多
く
な
つ
て
い
る
。
 

厚
生
省
第
五
次
悪
性
新
生
物
調
査
結
果
発
表
 

全
国
紙
が
|
斉
に
社
説
で
論
評
 

厚
生
省
は
一
九
七
九
年
度
以
 

来
十
年
ぶ
り
に
昨
年
度
実
施
し
 

た
「
第
五
次
悪
性
新
生
物
実
態
 

調
査
」
の
結
果
を
六
月
六
日
ま
 

と
め
発
表
し
た
。
こ
の
調
査
は
 

患
者
調
査
と
市
町
村
調
査
に
分
 

か
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
次
 

の
通
り
。
 

社

1
 

「
欧
米
型
の
ガ
ン
」
と
う̂
た
め
に
 

I

 

、
あ
 

え
。
心
3.1》
屮
产
5\

 
\ ̂
7
 

1で
，
ト̂
\き
 

、
1
ま
鬼
ノ
た
"
^
?
9
 

ろ
の
ガ
ン
に
；
'
：
！
^
^
,
4
*
^
0

 

？

^
.
^
^
^

 

、
 

ま
た
ぶ
.、
み
や
！
.̂〗
き
き
4ゅ
き
ま
""
 

？
ぶ
り
お
.̂

 

ン
検
珍
 

-1

 

ヌ

，

"
-
グ

あ

り

カ

^
？

と

！

^
, 

^
パ
お
"
1
1
？̂
,一

 

育
あ
 

I
 
翁
？
；
 

I

 

^
"
っ

^
.
。

.
、

あ

も

ぶ
 

置̂
な
 

；
一
お
ば
-，
|，
八
.？
，
.力
II！
 

も
、
み
お
あ
ほ
あ
は
：
：
，
I 

#
？
 

IV
き
/
む
I
I
 

ぶ
ち
/
,
リ
1
-
*̂
1
1
 ̂

1̂̂1̂

 

ま̂
お
 

患
者
調
査
悪
性
新
生
物
の
 

中
で
、
頻
度
の
高
い
七
部
位
、
 

(
胃
、
結
腸
、
直
腸
、
肝
、
肺
、
 

乳
房
及
び
子
宮
)
に
つ
い
て
、
 

患
者
の
罹
患
、
 

診
断
、
治
療
及
 

び
そ
の
生
存
に
 

つ
い
て
実
態
把
 

握
を
目
的
と
 

し
、
対
象
は
が
 

ん
登
録
制
度
が
 

確
立
し
て
い
る
 

北
海
道
、
宮
城
 

県
、
山
形
県
、
 

千
葉
県
、
神
奈
 

川
県
、
福
井
県
、
 

愛
知
県
、
滋
賀
 

県
、
大
阪
府
、
 

兵
庫
県
、
鳥
取
 

県
、
岡
山
県
、
 

広
島
市
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
 

佐
賀
県
、
長
崎
県
と
長
崎
市
の
 

一
八
道
府
県
市
で
、
八
五
年
五
 

I七
月
の
三
力
月
間
(
胃
が
ん
 

に
つ
い
て
は
五
︱
六
月
の
二
力
 

月
)
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
 

者
。
 

調
査
対
象
者
総
数
は
一
万
九
 

千
百
八
十
八
人
。
が
ん
の
種
類
 

別
で
は
ト
ッ
プ
は
十
年
前
と
同
 

じ
胃
(
三
七
，
九
％
)
、
次
い
 

で
結
腸
と
直
腸
を
合
わ
せ
た
大
 

腸
二
七
.

 

一
^
、
肺
二
 

六
1
九
さ
、
肝
ニ
ニ
丄
 

%
)
、
乳
房
(
八
，
七
％
)
、
子
 

宮
(
七
，
三
X
〕
の
順
。
 

人
口
十
万
人
当
た
り
の
患
者
 

数
は
胃
四
六
，
〇
人
二
七
X
 

減
)、
肺
二
〇
，
二
人
(三
一
一
X
 

増
)
、
乳
房
二
一
，
〇
人
(
五
 

八
X
増
)
、
子
宮
一
七
.
〇
人
 

(二
九
X減
)で
、
肺
と

房̂
 

が
ん
の
増
加
が
目
立
つ
。
罹
患
 

率
を
十
年
前
の
調
査
と
比
べ
る
 

と
、
胃
で
九
，
四
？
"、
子
宮
で
 

六
，
八
？
"減
っ
て
い
る
の
に
対
 

し
、
乳
房
七
1
七
ゴ
、
肺
四
，
 

九
？
I増
え
て
い
る
の
が
特
長
。
 

三
年
生
存
率
は
胃
四
五
，
二
X
 

(前
回
比
五
.七
？
"増
)、
肺
一
 

六
-
七
知
(
同
二
.
五
^
増
)
、
 

乳
房
八
五
，
八
.̂

 (同
五
，
八
 

？
I増
)な
ど
肺
を
除
き
治
療
効
 

果
が
上
っ
て
い
る
。
 

が
ん
の
部
位
別
発
見
場
所
は
 

左
側
の
表
の
通
り
で
、
集
検
で
 

発
見
さ
れ
た
胃
が
ん
は
六
.〇
 

X、
十
年
前
に
比
べ
二
.

 一

 ̂ 

の
増
に
な
つ
て
い
る
も
の
の
、
 

病
院
，
診
療
所
が
八
九
一
四
^ 

と
一
五
倍
も
多
い
た
め
検
診
が
 

早
期
発
見
に
果
す
役
割
は
十
分
 

で
な
い
と
の
声
が
上
が
る
の
も
 

こ
の
辺
に
理
由
が
あ
る
。
 

こ
の
調
査
の
厚
生
省
発
表
を
 

う
け
て
、
朝
日
、
読
売
、
毎
 

日
、
日
経
ら
の
全
国
紙
が
一
斉
 

に
社
説
(
上
図
参
照
)
で
論
評
 

し
た
こ
と
は
、
深
い
関
心
の
現
 

わ
れ
で
注
目
し
た
い
。
 

胃
が
ん
罹
一
 

厚
生
省
は
六
月
一
一
十
八
日
、
 

全
国
で
一
年
間
に
が
ん
に
か
か
 

る
患
者
の
数
は
、
一
九
八
五
年
 

現
在
の
推
計
で
三
十
二
万
五
百
 

人
と
発
表
し
た
。
 

推
計
は
、
第
五
次
悪
性
新
生
 

物
実
態
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
 

全
国
十
八
の
道
府
県
市
の
う
 

ち
、
五
府
県
二
市
で
の
調
査
デ
 

︱
タ
を
細
か
く
分
析
し
、
全
体
 

の
動
向
を
計
算
し
た
。
 

数
の
低
迷
 

い
増
加
を
示
し
て
き
た
が
、
六
十
年
度
 

を
境
に
低
迷
状
態
が
つ
づ
き
、
第
五
次
 

悪
性
新
生
物
実
態
調
査
で
も
、
集
検
に
 

よ
る
発
見
機
会
は
六
X
に
と
ど
ま
り
 

(
別
項
参
照
)
、
こ
れ
が
実
施
機
関
の
経
 

営
に
も
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
 

学
会
の
翌
日
、
二
十
九
日
に
開
催
さ
 

れ
た
第
三
回
集
検
従
事
者
研
究
会
総
会
 

の
シ
ン
ポ
で
も
「
胃
集
検
受
診
者
拡
大
 

の
た
め
の
方
策
」
と
し
て
取
り
︱
.げ
ら
-

知
恵
を
絞
る
 

第
回̂
日
本
 

六
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
た
 

第
四
〇
回
日
本
病
院
学
会
(
会
長
登
内
 

真
-
厚
生
連
土
浦
協
同
病
院
長
)
の
シ
 

ン
ボ
ジ
ゥ
ム
「
こ
れ
か
ら
の
病
院
運
営
 

を
ど
う
す
る
か
」
で
、
河
北
博
文
1
日
 

本
病
院
会
長
は
、
「
病
院
に
対
す
る
国
民
 

の
ィ
メ
ー
ジ
の
悪
さ
を
指
摘
す
る
と
と
 

も
に
、
資
金
調
達
に
つ
い
て
、
人
事
配
 

置
や
建
築
費
な
ど
の
点
か
ら
み
て
、
社
 

会
保
険
の
中
だ
け
で
考
え
て
い
く
の
は
 

無
理
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
企
業
と
の
提
 

携
に
よ
る
新
た
な
事
業
展
開
が
必
要
」
 

と
主
張
。
石
田
貞
治
.大
口
東
総
合
病
 

れ
論̂
さ
れ
た
が
こ
の
問
. 

題
は
①
財
源
、
②
検
診
機
 

関
の
能
力
、
③
受
診
者
の
 

参
加
意
欲
な
ど
を
総
合
的
 

に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
 

な
い
の
に
、
②
に
対
し
て
 

目
を
つ
ぶ
り
、
③
だ
け
を
 

検
討
対
象
に
し
て
い
る
と
 

こ
ろ
に
、
い
ち
ば
ん
問
題
 

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

そ
の
理
由
は
、
①
と
③
が
 

充
足
さ
れ
た
と
き
、
い
ま
 

の
ま
ま
の
②
で
い
い
か
ど
 

う
か
を
考
え
れ
ば
、
明
白
 

で
あ
る
。
 

院
事
務
長
は
、
三
点
の
提
 

案
の
う
ち
の
第
一
に
、
経
 

営
内
容
の
公
開
を
あ
げ
 

た
。
経
営
内
容
の
公
開
は
、
 

職
員
と
地
域
住
民
か
ら
理
 

解
と
協
力
を
得
る
た
め
、
 

ま
た
経
営
者
の
意
識
改
革
 

の
た
め
、
さ
ら
に
は
、
病
 

院
の
自
己
主
張
を
実
現
す
 

る
た
め
の
裏
付
け
と
な
る
ム
 

タ
と
し
て
も
不
可
欠
で
あ
,. 

婦
を
は
じ
め
病
院
の
「
人
法
 

題
で
、
フ
ォ
︱
ラ
ム
「
中
.；
 

状
と
問
題
点
」
で
は
、
病
院
が
嫌
わ
れ
る
 

三
X
 (汚
い
、
さ
つ
い
、
暗
い
)に
な
ら
 

な
い
た
め
病
院
の
？
0；
が
必
要
と
指
摘
さ
 

れ
た
。
 

年̂
度
全
国
 

恒
例
の
昭
和
六
十
三
年
度
の
全
国
集
 

計
の
概
要
が
、
四
月
二
十
七
、
八
日
の
 

両
日
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
二
九
回
 

日
本
消
化
器
集
検
学
会
総
会
(
会
長
大
 

柴
三
郎
.
大
阪
医
大
教
授
)
で
発
表
さ
 

れ
た
。
 

実
施
成
績
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
 

が
、
検
診
数
は
六
十
二
年
度
に
比
較
し
 

て
、
地
域
は
九
四
、
九
三
一
人
増
、
職
 

域
は
三
一
、
〇
五
三
人
減
で
あ
っ
た
。
 

検
診
数
は
六
十
年
度
ま
で
は
毎
年
著
し
 



( ョ ) 胃 集 検 通 信 平 成 2 年 6 月 2 5 曰 

丁 - 粒 子 技 術 が 、 間 接 撮 影 用 フ イ ル ム を 変 え た / 

高鮮鋭画像のコダック91=4フイルム、新登場。 

丁-粒子扎剤技術が光吸収率の大幅アップに成功。高鲜鋭画像の間接撮影用フィルムを 

実現させました。ハイシャープネス、高解像力、そして、足切りのいいコントラスト。90秒の迅速 

処理も可能なコダック？？" 8フィルムは、これまでになかった診断情報量を提供します。 

國'、ィシャープネスで、くっきりとした画像。とくに二重造影像の診断に，威力を発揮します。 

画ヌケが良く，高濃度部がつぶれにくくなつたため、どんな部位でも，また造影部分でも、 

診断しやすい画像が得られます。 

國90秒の迅速処理が可能。高溫現像処理でも、カプリを低く抑えます。 

瞧 X 

？ ? ^ ^ 1 1 1 1 1 

國感度は、函質重視の標準感度。撮影条件の設定が容易で、カプリが低く、粒状性の 

良いイメージが得られます。 

隱トI間接用としてエスタ一ベース？！̂を、レI及びミ 

？ドョをご使用ください。明室で装填できます。 

-カメラ用としてアセテートベース 

犷ぉ6 リ腳"0^ 9(0^ 

鲁̂"̂ご̂求およびお問合せはト̂へどうぞ。 

コダックメティカル株式会社東部営業部 曰本コダンク株式会社メティカルイメージング事業部 
〒140東京都品川区北品川4-7-35御殿山森ビル0(03)5488-2830〒140東京都品川区北品川4-7-35御殿山森ビル0(03)5488-2880 
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ま す ま す 重 要 に な る 集 団 検 診 へ 一 

確 実 な 診 断 記 録 と 豊 富 な ラ イ ン ア ツ ズ 

診断記録に求められる画質と診断しや 
すいコントラストを持つ間接用オルソX 

一レイフイルム。集団検診に便利な長尺 

卷が-ァ!!!)等、種類'サイズを豊富に 

揃えています。 

富 士 ^ ^ I I ル 

ィ メ — 5 ； ^ ク . , フ イ ル ム 

(間接撮影用） 
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富士写真フィルム株式会社 

富士メティカ;レシステム株式会社 12丸离ビル了[し東京(！̂)";-332190 

〔資料請求先〕日本べ—リンガーインゲル/、ィム株式会社学術部 

〒666-01兵庫県川西巿矢問高田103 
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術 後 の 胃 酸 コ ン 卜 ロ ー 
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胃酸分泌抑制剤 

禱 
I I ス ト [ ！ ゼ ビ シ 注 

8ピレンゼピン） 

窪田博吉部長 

平成2年度，日本対ガン協会支部の胃集検料金 

区 分 胃カミん 子 宮 が ん 

支 ^ 検 診 料 検 診 料 
斗 ^ ^ 北 概 追 

亩 皁 4， 01*11 規4，りじり 
主 ^ 冃 珠 亩 早 0， 琪0，りりり 

石 于 
亩 皁 3，リけじ 

呂 ^ 
宙 皁 パ0̂ 八 想5， 0(^0 

もレ 03 狄 出 
亩 皁 3， ̂じリ ^ 0^ピリじ 

1【1 ^ 

1-1-1 71^ 

宙 早 41じじリ 织01りじリ 

细 局 
亩 早 蹈 ^ 9 0 0 

饭0，乙リリ お 4 ^ 次 ^ 
亩 早 01̂ リリ 現 0 リリ 

4 ^ 士 
^7 不 

宙 早 0^ 4リリ 织0，。リリ 
嵌 ^ 亩 早 0， 0じひ 培 9パ 0 0 ^乙、4リリ 

^ 主 
亩 早 0， 0」リ ^ 0に《0 

キ 丧 \ 呆 
亩 早 ひ,1 0乙 ^ "， 0リリ 

お 臼々 莉 ^ 
宙 早 0に八ゥ 织ビ，0,3 

1【| 刺 
1-1-1 梨 

亩 早 ん009 

ヌ ？7 
亩 卑 ん193 

虽 山 
击 卑 3,190 規乙,000 

-13 川 
古 卑 3， 4 0 0 ^ ^， 9 0 0 

^ 3 廿 很 开 
击 卑 ふ^30 叛乙、1X 3̂ 

愛 知 
亩 卑 ん8けリ 2|？つ̂11"！八 织んりじり 

二 虽 
古 早 3， 5 0 0 規ん/どり 

傲 复 
亩 皁 ふ」9わ 

古 ^ ^ 郁 宙 早 
丘 康 ^ 単 

亩 早 0，」1̂リ 筑 0 ， 8りり 
ギリ耿 宙 早 

0, 3リリ 

白-
馬 収 

宙 早 3， 011^ 5 ^ 9に7に 

面 似 
亩 早 0， 0リリ 現01リリリ 

'ム 局 
宙 早 ん^90 ^厶,4"ビじ 

化、 ^ 
宙 早 013丄リ 筑ん ^ 011 

宏 II ！ 含 川 5 ^ 0に7に 

^ 银 
宙 早 0， 1^)0 琪 0 1 0 1 V 

尚 714 
亩 皁 0, 0丄4 ^乙、000 

很 网 
古 卑 ん/じり 3 3 0 0；"(ハ 

伍 買 
宙 早 乙，0」リ 想上,？5/4 
宙 平 づ，0リリ 3 ^ "，ビリリ 

熊 本 車 3， 7 5 8 頊 3 , 0 6 5 

大 分 車 3，100 預 2 , 4 0 0 

宮 崎 車 3， 3 0 0 穎2，700 

鹿 児 島 車 3， 5 0 0 頃 2 , 6 3 0 

冲 縛 車 3， 0 0 0 

平 均 車 3， 4 9 4 頸 2 , 9 8 8 

※効能̂効果、用法，用量、 
使用上の注意等につい 
ては添付文書をご覧く 
ださい。 

報
告
書
の
山
を
左
か
ら
右
に
積
 

み
か
え
る
作
業
が
待
っ
て
い
る
 

の
だ
か
ら
、
濃
度
の
高
い
酸
素
 

の
必
要
は
少
な
い
か
も
知
れ
な
 

、
0
 

レ
 そ

れ
で
も
、
こ
の
小
さ
な
閉
 

鎮
社
会
に
開
け
ら
れ
た
小
さ
な
 

孔
で
あ
る
こ
と
も
確
か
な
よ
う
 

一
た
0
 例

え
ば
、
今
迄
に
二
回
、
地
 

元
の
技
師
会
や
地
方
会
の
世
話
 

人
会
が
開
か
れ
て
、
延
べ
数
十
 

人
の
訪
問
者
が
あ
っ
た
。
二
度
 

の
会
合
と
も
、
萩
原
事
務
局
長
 

の
出
席
を
得
て
、
キ
レ
の
よ
い
 

解
説
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
 

「
何
し
ろ
始
め
て
の
こ
と
だ
 

か
ら
、
何
を
し
て
よ
い
か
分
ら
 

な
い
」
 

と
い
う
協
会
事
務
局
メ
ン
バ
 

1の
率
直
な
感
想
が
始
め
に
書
 

い
た
私
の
印
象
に
つ
な
が
っ
た
 

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 

地
方
会
技
師
部
会
の
總
会
は
 

九
月
八
日
、
会
長
の
大
役
を
仰
 

せ
っ
か
っ
た
石
渡
技
師
は
現
場
 

な
ら
で
は
の
発
想
の
も
と
に
計
 

画
を
練
っ
た
。
 

二
題
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
何
 

れ
も
技
師
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
 

ィ
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
今
 

迄
、
日
常
会
話
の
な
か
と
か
、
 

飲
ん
だ
時
の
激
！̂
は
あ
っ
た
と
 

し
て
も
何
故
か
真
正
面
か
ら
は
 

取
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
テ
Iマ
 

で
あ
る
。
 

昨
年
、
世
界
は
大
激
変
に
見
 

舞
わ
れ
た
。
ョ
︱
 口
ツ
バ
は
改
 

革
路
線
を
と
り
、
中
国
は
拒
否
 

し
た
。
何
れ
が
正
し
い
か
軽
々
 

し
く
予
断
は
出
来
な
い
が
、
た
 

と
え
中
国
が
拒
否
し
よ
う
と
 

も
、
高
度
に
情
報
化
さ
れ
た
現
 

代
に
お
い
て
、
世
界
レ
べ
ル
の
 

激
動
は
こ
の
地
球
上
に
存
在
す
 

る
小
さ
な
社
会
に
も
、
大
小
の
 

差
は
あ
っ
て
も
何
等
か
の
変
化
 

を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

技
師
部
会
の
動
向
は
地
方
会
 

の
将
来
に
影
響
を
持
つ
こ
と
は
 

確
か
で
あ
る
し
、
や
が
て
胃
集
 

検
の
再
編
に
つ
な
が
り
、
そ
の
 

先
に
医
療
制
度
の
改
革
が
み
え
 

て
来
る
の
で
あ
る
。
始
め
に
述
 

ベ
た
浦
賀
沖
の
ぺ
ル
リ
艦
隊
へ
 

の
連
想
も
あ
な
が
ち
妄
想
と
片
 

づ
け
る
わ
け
に
も
行
か
ぬ
の
で
 

あ
る
。
 

博
吉
 

先
日
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
 

ら
、
自
民
党
の
一
年
生
議
員
五
 

人
が
出
て
、
選
挙
制
度
改
革
に
 

つ
い
て
意
見
を
の
べ
た
。
 

一
人
が
賛
成
し
た
だ
け
で
後
 

の
四
人
は
程
度
の
差
は
あ
れ
反
 

対
の
意
見
の
よ
う
で
あ
つ
た
。
 

ど
う
も
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
 

た
理
屈
と
見
て
と
れ
た
が
、
そ
 

の
う
ち
の
一
人
は
選
挙
制
度
を
 

変
え
る
よ
り
も
自
民
党
の
体
質
 

胃
集
検
の
現
場
か
ら
④
 

神
奈
川
県
労
働
衛
.
生
福
祉
協
会
自
ョ
 

消
化
器
診
断
部
長

 

き
 

を
変
え
る
の
が
先
決
だ
と
主
張
 

し
、
賛
成
の
議
員
の
意
見
は
、
 

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ラ
チ
が
 

明
か
な
い
、
選
挙
制
度
を
変
え
 

る
こ
と
で
自
民
党
も
よ
く
な
る
 

と
い
う
論
旨
の
よ
う
だ
つ
た
。
 

聞
い
て
い
て
、
こ
れ
は
胃
集
 

検
と
同
じ
だ
と
内
心
苦
笑
し
た
。
 

8目
集
検
を
良
く
す
る
た
め
に
 

は
そ
の
基
本
と
な
る
間
接
撮
影
 

が
良
好
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
。
従
っ
て
そ
れ
を
担
当
す
る
 

技
師
の
意
識
と
技
術
の
向
上
が
 

望
ま
れ
る
。
技
師
が
し
つ
か
り
 

と
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
い
う
 

わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
 

に
は
意
識
は
低
く
技
術
も
未
熟
 

な
技
師
の
い
る
こ
と
も
確
か
で
 

あ
る
。
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
 

に
は
認
定
制
度
が
必
要
で
あ
る
 

と
い
う
考
え
が
あ
る
。
 

前
回
で
も
述
べ
た
が
、
日
本
 

人
は
自
己
改
革
が
不
得
手
で
あ
 

り
、
あ
る
程
度
外
か
ら
の
圧
力
 

を
必
要
と
す
る
。
 

そ
れ
よ
り
も
、
認
定
技
師
と
 

い
う
資
格
が
技
師
の
職
業
意
識
 

の
自
覚
に
最
も
役
立
つ
と
私
は
 

考
え
る
。
つ
ま
り
プ
ラ
イ
ド
の
 

問
題
な
の
で
あ
る
。
 

ひ
る
が
え
っ
て
、
わ
が
医
療
従
！
35
 

を
み
る
と
、
八
八
年
度
の
医
療
費
総
 

額
が
一
八
兆
七
、
五
五
四
億
円
、
八
 

七
年
一
月
の
従
事
者
総
数
は
一
九
八
 

万
人
(
い
ず
れ
も
厚
生
省
調
べ
)
一
 

人
当
り
の
売
上
高
は
た
つ
た
の
九
四
 

三
万
円
。
正
常
な
出
産
や
健
康
診
 

断
、
差
額
べ
ッ
ド
、
付
添
看
護
料
な
 

ど
を
加
算
す
る
と
若
干
は
増
加
さ
れ
 

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
驚
く
な
か
 

れ
、
日
本
の
ト
ッ
プ
企
業
の
十
分
の
 

一
、
後
楽
園
の
五
分
の
一
に
過
ぎ
な
 

い
、
の
で
あ
る
。
こ
の
格
差
を
ど
う
 

み
る
か
。
従
業
員
は
一
般
企
業
も
医
 

療
も
、
同
じ
日
本
で
、
同
じ
経
済
条
 

件
で
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

別
の
角
度
か
ら
も
う
一
つ
数
字
を
 

示
そ
う
。
社
会
保
険
診
察
報
酬
甲
表
 

で
、
平
均
一
〇
\以
上
出
張
し
て
間
 

接
撮
影
七
枚
法
の
点
数
を
計
算
す
る
 

と
一
、
三
四
一
点
、
つ
ま
り
一
人
の
検
 

診
料
は
一
万
三
、
四
一
〇
円
に
な
る
。
 

内
訳
は
初
診
料
二
一
 〇
点
、
診
断
料
 

一
〇
二
点
、
撮
影
料
ニ
ニ
二
点
、
フ
ィ
 

ル
ム
代
三
七
点
、
造
影
剤
代
六
一
点
、
 

薬
剤
料
九
点
、
往
診
料
七
0〇
点
で
 

あ
る
。
仮
に
往
診
料
を
除
い
た
と
し
て
 

も
六
四
一
点
、
六
、
四
一
〇
円
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
5；
：
が
ん
と
ゥ̂
：
：
が
ん
の
検
 

胃
診
料
を
卜
；
の̂
；
：
：
木
対
ガ
ン
協
会
の
 

表
で
み
る
と
北
海
道
は
同
額
、
宮
城
 

県
は
子
宮
が
ん
が
高
い
。
検
診
内
容
 

と
比
べ
て
お
か
し
く
は
な
い
か
。
 

眼
を
見
開
い
て
、
こ
の
よ
う
な
数
 

字
を
み
る
と
、
冒
頭
に
挙
げ
た
検
診
 

料
金
。
四
、
六
〇
〇
円
が
高
く
、
 二
、
 

八
二
〇
円
が
安
い
な
ど
と
比
較
し
て
 

議
論
す
る
こ
と
の
馬
鹿
ら
し
さ
が
、
 

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
 

胃
集
検
の
検
診
料
金
を
考
え
る
場
 

合
の
核
心
は
、
実
は
こ
こ
に
あ
る
の
 

だ
。
そ
れ
で
は
、
い
ま
ま
で
な
ぜ
こ
 

の
視
点
が
欠
落
し
て
い
た
か
。
 

第
一
は
昭
和
六
十
年
度
ま
で
受
診
 

者
数
が
毎
年
増
加
し
、
検
診
料
金
を
 

考
え
な
く
て
も
収
入
が
確
保
で
き
た
 

こ
と
。
第
二
は
検
診
業
界
は
フ
リ
I 

マ
1-ケ
ッ
ト
だ
と
気
が
つ
か
な
か
つ
 

た
こ
と
。
第
三
は
ド
ン
プ
リ
勘
定
で
 

原
価
計
算
を
し
な
か
っ
た
こ
と
。
第
 

四
は
が
ん
や
成
人
病
の
検
診
を
結
核
 

や
コ
レ
ラ
、
赤
痢
な
ど
の
細
菌
性
疾
 

患
予
防
対
策
と
同
様
に
考
え
て
い
た
 

こ
と
。
第
五
は
社
会
、
経
済
の
変
化
 

を
考
慮
し
な
か
つ
た
こ
と
な
ど
挙
げ
 

ら
れ
よ
う
。
 

細
目
に
開
け
ら
れ
た
窓
か
ら
 

流
れ
こ
ん
だ
清
風
が
室
内
の
よ
 

ど
ん
だ
空
気
を
お
し
の
け
て
人
 

び
と
の
肺
に
達
し
、
く
た
び
れ
 

た
脳
に
濃
い
め
の
酸
素
を
送
つ
 

た
よ
う
に
思
え
た
。
 

あ
る
い
は
、
こ
こ
か
ら
程
遠
 

か
ら
ぬ
浦
賀
の
沖
合
い
に
現
わ
 

れ
た
ぺ
ル
リ
艦
隊
と
似
た
所
が
 

あ
る
か
も
知
れ
な
い
な
ど
と
も
 

考
え
た
。
 

も
っ
と
も
、
そ
う
思
っ
た
り
 

考
え
る
の
は
私
だ
け
の
こ
と
で
 

あ
っ
て
、
大
部
分
の
人
び
と
と
 

は
無
関
係
か
も
知
れ
な
い
。
 

そ
の
大
部
分
の
人
び
と
は
密
 

度
の
高
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
毎
 

日
追
わ
れ
て
い
る
。
技
師
や
看
 

護
婦
は
受
診
者
の
列
を
相
手
に
 

眼
と
手
だ
け
を
せ
わ
し
な
く
動
 

か
し
、
医
師
は
き
ま
り
き
つ
た
 

質
問
を
投
げ
か
け
、
自
分
の
席
 

に
戻
れ
ば
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
 

従
事
者
一
人
当
り
の
売
り
上
げ
 

医
療
は
一
流
企
業
の
上
^ 

迫
る
危
機
感
の
根
源
を
探
る
 

日
本
対
ガ
ン
協
会
が
ま
と
め
た
各
 

部
の
平
成
二
年
度
の
胃
集
検
の
一
 

人
当
り
の
料
金
は
、
最
高
四
、
六
0
 

〇
円
(
北
海
道
、
宮
城
県
)
、
最
低
 

二
、
八
二
〇
円
(
佐
賀
県
)
一
、
七
 

八
〇
円
の
差
が
あ
る
。
佐
賀
県
を
一
 

.〇
と
す
る
と
北
海
道
、
宮
城
県
は
 

一
，
六
三
と
な
る
。
 

こ
こ
で
、
ど
ち
ら
が
高
い
か
安
い
 

か
を
論
ず
る
前
に
、
も
う
一
つ
の
数
 

字
を
紹
介
し
ょ
う
。
従
業
員
一
人
当
 

り
の
九
〇
年
三
月
期
の
売
上
高
は
ト
 

ョ
タ
自
動
車
が
一
億
一
、
六
六
六
万
 

円
。
松
下
電
器
産
業
 

が
一
億
八
万
円
。
野
 

村
証
券
が
九
、
〇
四
 

五
万
円
。
ソ
ニ
︱
が
 

八
、
五
三
五
万
円
、
製
 

造
業
で
は
な
く
サ
︱
 

ビ
ス
業
の
う
ち
野
球
 

場
の
後
楽
園
は
四
、
 

九
六
〇
万
円
、
フ
ァ
 

ミ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
コ
 

ナ
ミ
は
一
億
五
三
万
 

円
、
中
堅
広
告
業
の
 

旭
通
信
は
一
一
億
五
、
 

五
ニ
ニ
万
円
で
あ
る
 

(
日
経
会
社
情
報
)
。
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第
二
三
回
放
射
線
技
師
部
会
総
会
(
石
渡
良
徳
会
長
)
を
契
機
に
、
 

胃
集
検
認
定
技
師
制
度
の
確
立
問
題
が
に
わ
か
に
浮
上
、
注
目
を
集
め
 

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
胃
集
検
に
従
事
す
る
技
師
に
勲
章
が
ひ
 

と
つ
増
え
る
と
思
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
短
慮
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
い
ま
 

な
ぜ
認
定
技
師
を
つ
く
る
の
か
、
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
 

こ
の
辺
を
掘
り
下
げ
て
み
る
と
、
技
師
の
医
療
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
 

ィ
テ
ィ
に
突
き
当
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
ょ
う
。
 

な
ぜ
認
定
技
師
が
必
要
か
 

力
 

本
紙
に
胃
集
検
の
認
定
技
師
 

制
度
の
記
事
を
載
せ
た
ら
早
 

速
、
技
師
の
世
界
に
屋
上
屋
を
 

重
ね
る
よ
う
な
も
の
で
無
用
で
 

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
い
た
ず
 

ら
に
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
、
 

と
の
反
論
が
あ
つ
た
が
、
は
た
 

し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
 

本
紙
第
一
七
号
に
掲
載
し
た
 

通
り
、
厚
生
省
公
衆
衛
生
審
議
 

会
老
人
保
健
部
会
の
専
門
委
員
 

会
は
、
老
人
保
健
事
業
評
価
の
 

中
間
報
告
で
、
が
ん
対
策
の
評
 

価
の
中
に
、
日
本
消
集
検
学
会
 

の
「
認
定
医
」
の
い
る
実
施
機
 

関
は
い
な
い
実
施
機
関
に
比
べ
 

て
、
精
検
受
診
率
、
発
見
胃
が
 

ん
の
う
ち
早
期
胃
が
ん
の
発
見
 

割
合
が
高
い
と
し
て
、
認
定
医
 

の
有
無
を
評
価
の
対
象
に
し
た
 

こ
と
に
注
目
す
ベ
き
あ
ろ
う
。
 

認
定
技
師
が
必
要
な
理
由
の
 

言
 

第
二
は
、
X
線
写
真
撮
影
の
技
 

術
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
 

競
争
原
理
の
導
入
が
不
可
欠
な
 

こ
と
で
あ
る
。
技
術
の
世
界
 

は
、
野
球
、
陸
上
競
技
、
水
泳
 

な
ど
の
ス
ポ
︱
ッ
界
、
囲
碁
、
 

将
棋
、
音
楽
、
絵
画
、
演
劇
な
 

ど
だ
け
で
な
く
、
理
容
、
美
 

容
、
寿
司
職
の
世
界
ま
で
競
争
 

原
理
が
導
入
さ
れ
、
技
を
競
つ
 

て
い
れ
ば
こ
と
技
術
が
向
上
す
 

る
の
で
あ
る
。
無
競
争
、
平
等
 

主
義
の
理
想
を
掲
げ
て
き
た
ソ
 

連
、
東
欧
諸
国
の
経
済
的
完
敗
 

を
他
山
の
石
と
す
べ
き
で
は
な
 

か
ろ
う
か
。
 

第
三
は
、
が
ん
検
診
そ
の
も
 

の
が
、
厳
し
い
評
価
に
さ
ら
さ
 

れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
こ
と
 

で
あ
る
。
 

六
月
六
日
、
厚
生
省
の
「
第
 

五
次
悪
生
新
生
物
(
が
ん
)
実
態
 

調
査
」
の
発
表
を
う
け
て
、
八
 

日
の
全
国
紙
、
朝
日
、
毎
日
、
読
 

売
、
日
経
は
一
斉
に
社
説
で
取
 

り
上
げ
、
が
ん
対
策
見
直
し
を
 

迫
っ
た
。
放
射
線
技
師
も
こ
の
 

中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
 

れ
て
は
な
る
ま
い
。
十
分
に
診
 

断
に
耐
え
る
写
真
を
撮
る
た
め
 

に
、
技
量
を
磨
き
、
そ
の
結
果
、
 

認
定
技
師
の
資
格
を
得
る
こ
と
 

は
、
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
 

第
四
は
、
経
営
的
視
点
か
ら
 

胃
集
検
の
一
次
検
診
の
料
金
に
 

付
加
価
値
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
胃
集
検
 

の
料
金
は
不
幸
な
こ
と
に
、
フ
 

リ
︱
マ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
 

失
念
し
て
原
価
計
算
を
無
視
し
 

た
慣
行
料
金
の
ま
ま
で
現
在
に
 

至
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
度
 

ま
で
の
よ
う
に
受
診
者
数
の
グ
 

ラ
フ
が
毎
年
右
肩
上
り
に
増
加
 

し
て
い
る
と
き
は
、
検
診
収
入
 

も
増
加
し
て
い
た
か
ら
単
価
は
 

問
題
に
し
な
く
て
も
よ
か
つ
た
 

が
、
六
十
一
年
度
以
降
受
診
者
 

数
の
伸
び
が
頭
打
ち
に
な
つ
て
 

く
る
と
、
実
施
機
関
の
サ
バ
ィ
 

パ
ル
の
た
め
に
検
診
料
の
大
巾
 

な
改
訂
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
 

つ
た
。
 

そ
の
結
果
、
高
精
度
の
胃
集
 

検
を
行
う
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
 

る
の
で
あ
る
。
撮
影
は
認
定
技
 

師
、
読
影
診
断
も
認
定
医
。
こ
 

の
よ
う
な
条
件
が
、
胃
集
検
の
 

付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
、
 

必
須
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
 

解
さ
れ
よ
う
。
 

写
真
諭
は
無
数
に
あ
る
 

な
ぜ
認
定
技
師
が
必
要
か
。
 

そ
の
理
由
の
い
く
つ
か
を
冒
頭
 

に
掲
げ
た
が
、
ひ
と
言
で
言
え
 

ば
「
医
師
が
正
し
い
診
断
が
で
 

き
る
よ
う
な
、
よ
い
写
真
を
撮
 

影
で
き
る
技
師
を
一
人
で
も
多
 

く
つ
く
る
た
め
で
あ
る
」
。
技
 

師
が
い
ま
の
よ
う
な
環
境
で
十
 

分
よ
い
写
真
を
撮
影
し
て
い
る
 

な
ら
ば
、
認
定
技
師
な
ど
つ
く
 

る
必
要
は
な
い
。
 

こ
こ
で
、
当
然
「
よ
い
写
真
 

と
は
何
か
」
い
や
「
写
真
と
は
 

何
か
」
が
問
題
に
な
っ
て
こ
よ
 

う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
限
り
 

な
い
ほ
ど
の
論
議
が
重
ね
ら
れ
 

て
き
て
い
る
が
、
ど
う
も
放
射
 

線
科
医
も
放
射
線
技
師
も
十
分
 

問
題
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
 

と
は
思
え
な
い
ふ
し
が
あ
る
。
 

世
の
中
に
あ
る
写
真
を
大
別
 

す
る
と
、
映
画
や
ビ
デ
オ
の
よ
 

う
な
画
像
が
動
く
、
モ
︱
シ
ョ
 

ン
ピ
ク
チ
ュ
ァ
︱
と
普
通
の
力
 

メ
ラ
で
撮
影
す
る
ス
チ
︱
ル
 

(
静
止
)
写
真
が
あ
る
こ
と
は
誰
 

で
も
知
っ
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
 

の
写
真
は
使
用
目
的
、
撮
影
対
 

象
な
ど
に
よ
つ
て
領
域
が
分
か
 

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
化
さ
れ
て
 

著
し
い
進
歩
を
み
せ
て
い
る
。
 

最
近
は
、
こ
れ
ら
の
ア
ナ
口
 

グ
写
真
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
コ
 

ン
ピ
ュ
︱
タ
ー
で
制
御
が
可
能
 

に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ハ
 

ィ
ビ
ジ
ョ
ン
の
登
場
に
よ
つ
て
 

鮮
鋭
度
の
向
上
も
目
を
見
は
る
 

も
の
が
あ
る
。
医
療
X
線
写
真
 

は
写
真
全
体
を
鳥
瞰
し
て
み
る
 

と
、
限
ら
れ
た
一
部
分
の
存
在
 

に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
を
ま
ず
 

知
る
ベ
き
で
あ
ろ
う
。
 

奥
田
裕
さ
ん
は
産
経
新
聞
社
 

で
三
十
年
近
く
報
道
写
真
を
撮
 

り
つ
づ
け
て
き
た
人
だ
が
、
著
 

書
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
 

い
る
。
 

「
対
象
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
シ
 

ャ
ッ
タ
︱
を
押
せ
ば
写
る
わ
け
 

だ
が
、
そ
れ
で
読
者
を
満
足
さ
 

せ
る
写
真
に
な
る
か
と
い
え
ば
 

否
で
あ
る
。
対
象
を
よ
く
み
て
 

そ
の
中
か
ら
何
を
伝
え
る
か
と
 

い
う
主
題
を
は
つ
き
り
さ
せ
る
 

こ
と
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
 

な
い
。
な
ん
の
た
め
に
写
真
を
 

撮
つ
た
の
か
が
伝
わ
る
よ
う
 

な
、
目
的
意
識
を
も
つ
こ
と
が
 

大
切
で
あ
る
」
。
 

「
撮
影
位
置
を
変
え
て
撮
れ
 

ば
、
確
か
に
形
は
変
わ
る
が
、
 

カ
メ
ラ
マ
ン
の
意
識
が
同
じ
な
 

ら
た
い
し
て
変
わ
っ
た
印
象
の
 

写
真
に
は
な
ら
な
い
。
今
年
の
 

特
色
は
な
に
か
、
そ
の
少
し
の
 

変
化
を
み
つ
け
て
表
現
す
る
こ
 

と
が
大
切
で
あ
る
」
 

「
(
撮
影
)
技
法
が
先
に
あ
る
 

の
で
は
な
く
、
な
に
を
表
現
す
 

る
か
。
目
的
が
し
っ
か
り
し
て
 

い
な
い
と
い
け
な
い
」
。
 

「
写
真
を
撮
る
に
は
、
シ
ャ
ツ
 

タ
︱
以
前
の
問
題
音
？
識
が
大
切
 

受
診
者
増
加
策
に
 

テ
レ
ビ
の
活
用
を
 

一
 

神
奈
川
県
 

築
瀬
ミ
チ
子
 

こ
ん
な
話
を
き
 

い
た
。
「
市
川
平
 

三
郎
先
生
が
い
ち
 

ど
テ
レ
ビ
に
出
演
 

さ
れ
る
と
、
胃
集
 

検
の
受
診
者
数
が
全
国
で
、
二
 

万
人
増
え
る
」
と
か
。
正
確
に
 

計
算
し
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
 

か
ら
、
真
疑
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
 

な
い
が
、
世
：
レ̂
ビ
時
代
。
 

あ

り

そ

う

な

思

つ

て

い
 

思
う
な
ら
、
厚
生
省
や
日
本
対
 

ガ
ン
協
会
、
ま
た
は
全
国
の
巿
 

町
村
や
実
施
機
関
が
協
力
し
て
 

テ
レ
ビ
の
活
用
を
考
え
て
も
い
 

い
の
で
は
な
い
か
。
 

単
純
に
ス
ボ
ッ
ト
コ
マ
︱
シ
 

ャ
ル
で
も
い
い
。
教
育
番
組
も
 

悪
く
な
い
。
知
恵
を
絞
っ
て
、
 

胃
集
検
ド
ラ
マ
を
企
画
し
て
売
 

り
込
む
手
も
あ
ろ
う
。
監
督
は
 

い
ま
を
と
き
め
く
伊
丹
十
三
氏
 

と
な
れ
ば
申
し
分
な
い
。
厚
生
 

省
や
日
本
対
ガ
ン
協
会
が
そ
の
 

シ
ナ
リ
オ
を
公
募
す
る
こ
と
も
 

考
え
ら
れ
よ
う
。
 

こ
ん
な
思
い
に
か
ら
れ
て
い
 

る
と
、
は
た
と
気
が
つ
い
た
。
 

結
核
撲
滅
に
情
熱
を

て̂
い
 

た
四
十
年
前
、
結
核
予
防
会
が
 

み
ん
な
や
つ
た
こ
と
ば
か
り
で
 

あ
る
。
 

い
ま
さ
ら
、
胃
が
ん
征
圧
で
 

同
じ
よ
う
な
方
法
を
や
る
の
は
 

二
番
煎
じ
の
感
も
あ
る
が
、
や
 

ら
な
い
で
、
受
診
者
数
の
低
迷
 

を
嘆
く
よ
り
、
や
っ
た
ほ
う
が
 

い
い
の
で
は
な
い
か
。
 

先
日
、
亡
く
な
ら
れ
た
前
 

大
阪
大
学
学
長
山
村
雄
一
氏
 

が
作
家
司
馬
遼
太
郎
氏
と
の
 

対
談
で
「
胃
集
検
の
残
酷
さ
」
 

を
指
摘
し
て
い
た
。
一
次
検
 

診
を
受
け
て
、
精
密
検
査
を
 

受
け
な
さ
い
と
い
わ
れ
 

て
受
け
た
の
に
そ
の
結
 

果
通
知
が
遅
れ
る
と
、
 

「
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
胃
 

ガ
ン
と
ち
が
う
か
、
い
 

や
大
丈
夫
だ
ろ
う
、
こ
 

う
い
う
思
い
で
暮
ら
さ
 

せ
る
の
が
よ
く
な
い
で
 

す
ね
。
患
者
の
立
場
に
 

立
つ
て
い
う
な
ら
、
お
か
し
 

い
と
い
っ
た
以
上
、
す
ぐ
検
 

査
し
て
、
何
で
も
あ
り
ま
せ
 

ん
で
し
た
よ
、
と
か
、
い
や
 

切
り
ま
し
ょ
う
と
か
、
そ
の
 

答
え
を
な
る
ベ
く
早
く
与
え
 

て
や
る
ベ
き
な
ん
で
す
。
い
 

ま
の
胃
集
検
の
残
酷
さ
と
い
 

う
の
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
 

に
あ
る
ん
で
す
な
」
。
さ
ら
 

に
「
結
果
通
知
は
一
週
間
先
 

と
い
わ
れ
た
ら
、
そ
の
 

一
週
間
の
苦
痛
を
与
え
 

る
と
い
う
の
は
、
ぼ
く
 

は
反
人
間
的
だ
と
思
う
 

ん
で
す
わ
」
。
こ
の
話
は
 

中
公
文
庫
.「
人
間
に
つ
 

い
て
」
に
載
っ
て
い
る
。
 

胃
集
検
を
実
施
す
る
 

側
の
論
理
だ
け
で
や
つ
 

て
い
る
と
、
こ
の
よ
う
な
痛
 

烈
な
反
撃
が
飛
ん
で
く
る
。
 

や
が
て
敬
遠
さ
れ
て
受
診
率
 

も
低
下
し
て
く
る
。
自
戒
。
 

自
戒
。
 

さ
 

，
も
 

険
 

23
 

で
あ
る
。
知
識
や
感
覚
が
な
い
 

も
の
は
、
見
れ
ど
も
見
え
ず
結
 

局
写
真
に
撮
れ
な
い
」
。
 

プ
口
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
こ
 

の
よ
う
に
具
体
的
に
、
よ
い
写
 

真
を
撮
る
コ
ッ
を
教
え
て
い
 

る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
X
線
 

写
真
も
広
く
写
真
の
概
念
の
中
 

に
包
括
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
 

と
、
よ
い
X
線
写
真
を
撮
る
コ
 

ッ
に
も
通
ず
る
こ
と
で
、
X
線
 

写
真
だ
か
ら
と
言
つ
て
、
そ
の
 

雷
法
は
放
射
科
お
や
放
射
線
 

技
師
の
閉
鎖
扑
会
だ
け
で
論
じ
て
 

い
れ
ば
よ
い
も
の
で
は
な
い
こ
 

と
を
教
え
て
い
る
。
長
な
が
と
 

写
真
撮
影
論
を
述
べ
た
が
、
こ
 

れ
は
次
の
伏
線
で
あ
る
。
 

認
定
制
度
を
妨
げ
る
壁
 

認
定
技
師
制
度
を
つ
く
ろ
う
 

と
す
る
と
、
壊
さ
な
く
て
は
な
 

ら
な
い
壁
が
い
く
つ
か
あ
る
。
 

第
一
は
、
放
射
線
科
医
の
 

「
読
影
は
診
断
で
、
医
師
の
権
 

限
を
侵
す
も
の
、
だ
か
ら
技
師
 

に
読
影
は
許
す
ベ
き
で
は
な
 

い
」
と
の
主
張
で
あ
る
。
 

こ
の
主
張
に
は
ど
う
み
て
も
 

い
く
つ
か
の
無
理
が
あ
る
。
岩
 

波
書
店
刊
の
「
広
辞
苑
」
に
よ
 

る
と
、
「
診
断
と
は
、
医
師
が
 

患
者
を
診
察
し
て
、
病
状
を
判
 

断
す
る
こ
と
」
と
あ
り
、
「
診
 

察
と
は
、
医
師
が
患
者
の
体
を
 

調
べ
て
、
病
状
、
原
因
な
ど
を
 

探
る
こ
と
」
と
あ
る
。
読
影
に
 

つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
 

こ
の
解
釈
か
ら
み
て
も
、
X
 

線
写
真
の
読
影
は
診
断
に
必
要
 

な
条
件
か
も
し
れ
な
い
が
十
分
 

な
条
件
と
は
言
え
な
い
。
従
つ
 

て
、
読
影
即
診
断
と
し
て
放
射
 

線
技
師
を
排
除
す
る
こ
と
に
は
 

無
理
が
あ
る
。
 

診
療
放
射
線
技
師
法
第
二
条
 

二
項
に
は
、
診
療
放
射
線
技
師
 

の
業
務
を
規
定
し
、
(
前
略
) 

医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
の
 

下
に
、
放
射
線
を
人
体
に
対
し
 

て
照
射
(
撮
影
を
含
み
、
(
中
 

い
の
で
は
な
い
か
。
 

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
こ
こ
二
 

三
年
、
胃
集
検
の
受
診
者
数
の
 

伸
び
が
停
滞
気
味
で
問
題
化
し
 

そ
う
な
気
配
で
あ
る
が
、
も
し
 

本
気
で
受
診
者
を
増
や
そ
う
と
 

略
)
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
 

を
い
う
。
と
あ
り
、
撮
影
は
法
 

律
で
許
さ
れ
て
お
り
、
医
師
の
 

診
断
に
有
用
な
よ
い
写
真
を
撮
 

る
に
は
、
当
然
前
の
項
で
ブ
口
 

の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
指
摘
し
て
い
 

る
よ
う
に
、
①
な
に
を
②
ど
う
 

写
す
か
が
必
須
命
題
と
な
つ
て
 

く
る
の
で
あ
る
。
 

な
に
を
と
は
異
常
部
位
で
あ
 

り
、
ど
う
写
す
か
は
撮
影
手
技
 

で
あ
る
。
 

読
影
医
が
ほ
ん
と
う
に
ょ
い
 

写
真
を
求
め
る
な
ら
、
異
常
部
 

位
を
示
す
画
像
は
こ
れ
だ
と
、
 

し
っ
か
り
放
射
線
技
師
に
教
え
 

へ
5面
に
つ
づ
く
) 
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心
に
明
記
し
て
お
か
な
く
て
は
 

な
る
ま
い
。
か
っ
て
、
開
業
助
 

産
婦
が
異
常
産
ま
で
を
手
が
 

け
、
産
婦
人
科
医
の
批
判
を
浴
 

び
衰
退
し
た
先
例
が
あ
る
。
 

第
四
は
、
放
射
線
技
師
の
世
 

界
は
全
国
に
共
通
し
て
合
意
を
 

得
て
い
る
思
想
を
も
つ
て
い
な
 

い
こ
と
に
留
音
心
し
な
く
て
は
な
 

ら
な
い
。
昭
和
六
十
年
当
時
、
本
 

会
で
認
定
技
師
の
動
き
を
示
し
 

い
ま
医
療
は
激
動
し
て
い
 

る
。
髙
年
齢
者
の
急
速
な
増
 

加
。
高
額
医
療
機
器
の
導
入
な
 

ど
医
療
費
を
毎
年
一
兆
円
べ
︱
 

ス
で
押
し
上
げ
て
い
る
が
、
十
 

年
後
に
は
病
院
べ
ッ
ト
の
三
分
 

の
一
が
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
 

病
院
の
閉
鎮
、
も
し
く
は
福
祉
 

的
施
設
へ
の
転
換
が
予
測
さ
れ
 

て
い
る
し
、
医
師
の
数
が
人
口
 

十
万
対
二
百
二
十
人
に
達
し
、
 

大
部
分
の
医
師
が
臨
床
医
に
な
 

る
と
い
う
現
在
の
医
師
不
足
時
 

代
の
風
習
は
な
く
な
り
、
職
業
 

選
択
に
多
様
化
︱
医
学
知
識
を
 

生
か
し
て
商
社
、
保
険
会
社
、
 

証
券
会
社
、
製
菓
会
社
、
ジ
ャ
 

︱
ナ
リ
ス
ト
な
ど
︱
が
始
ま
ろ
 

う
(
吉
野
晶
雄
著
，
日
本
の
医
 

療
が
わ
か
る
本
)と
み
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
現
象
は
か
っ
て
誰
 

も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
 

だ
。
い
か
に
す
ベ
き
か
。
答
の
な
 

い
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
 

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
射
線
 

技
師
は
、
安
ら
か
な
冬
眠
を
む
 

さ
ぼ
り
目
覚
め
よ
う
と
し
な
い
。
 

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
診
療
 

放
射
線
技
師
法
が
規
定
し
た
業
 

務
独
占
の
環
境
に
ど
つ
ぷ
り
漬
 

り
き
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

だ
か
ら
「
画
像
と
は
な
ん
で
 

す
か
。
画
質
と
は
な
ん
で
す
 

か
。
あ
な
た
の
よ
う
な
素
人
に
 

な
に
が
分
か
り
ま
す
か
」
な
ど
 

と
の
暴
言
が
で
て
く
る
。
書
店
 

で
カ
メ
ラ
雑
誌
を
み
る
と
い
 

い
。
画
像
も
画
質
も
撮
影
法
も
 

懇
切
丁
寧
に
解
説
さ
れ
て
い
 

て
、
画
像
や
画
像
の
知
識
を
も
 

つ
て
い
く
人
が
ご
ま
ん
と
い
る
 

こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
。
 

第
二
は
、
医
療
機
関
不
滅
の
 

過
信
で
あ
る
。
毎
日
、
决
め
ら
 

れ
た
こ
と
を
決
め
ら
れ
た
よ
う
 

た
と
き
、
癌
^̂
線
科
同
窓
 

会
国
川
真
基
裕

長̂
が
、
同
会
 

の
機
関
誌
で
批
判
し
た
こ
と
は
 

記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
後
の
国
 

川
会
長
の
動
向
か
ら
、
こ
れ
は
 

批
判
の
た
め
の
批
判
に
す
ぎ
な
 

い
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
技
師
 

の
世
界
の
現
状
を
み
る
と
こ
う
 

し
た
動
き
は
ど
こ
か
ら
噴
出
す
 

る
か
予
測
で
き
な
い
。
そ
の
対
 

応
は
緊
要
事
項
で
あ
る
。
 

に
し
て
い
れ
ば
、
給
料
日
に
は
 

給
料
が
天
か
ら
降
っ
て
く
る
と
 

思
つ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
 

み
ら
れ
る
。
医
療
を
め
ぐ
る
情
 

勢
の
変
化
に
は
前
出
の
吉
野
氏
 

の
指
摘
の
よ
う
に
病
院
の
ベ
ッ
 

最
後
に
、
認
定
技
師
制
度
は
 

そ
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
 

は
な
く
、
も
っ
と
広
義
に
放
射
 

線
技
師
が
二
十
一
世
紀
に
向
け
 

て
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
 

テ
ィ
を
確
立
す
ベ
き
か
の
ひ
と
 

つ
の
柱
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
 

摘
し
て
お
き
た
い
。
 

医
療
画
像
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
 

の
進
展
と
と
も
に
、
多
様
化
し
 

一
九
七
二
年
の
X
線
じ
丁
を
皮
 

切
り
に
、
20-1

 (核
磁
気
共
 

鳴
じ
丁
)
、
最
近
で
は
、
？

 2 

丁
 (ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
法
)、
 

8
 ？
201(シ
ン
ダ
ル
フ
ォ
 

ト
ン
断
層
法
)
も
登
場
し
て
き
 

た
。
も
ち
ろ
ん
、
00；
"も
；
2：
 ̂

只
，
！
じ
丁
も
あ
り
、
超
音
波
画
 

像
も
X
線
応
用
で
は
な
い
と
の
 

理
由
で
ネ
グ
レ
ク
ト
す
る
こ
と
 

は
で
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
国
 

内
だ
け
で
な
く
、
外
国
ま
で
も
 

射
程
に
入
れ
た
広
い
視
野
を
も
 

つ
時
代
に
な
つ
て
い
る
の
だ
。
 

胃
集
検
領
域
に
限
定
し
て
み
 

て
も
、
実
用
に
耐
え
る
X
線
評
 

価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
は
急
務
。
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
放
射
 

線
科
医
と
の
間
に
な
お
介
在
し
 

て
い
る
「
読
影
問
題
」
も
解
決
 

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
受
講
者
が
 

千
名
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
 

消
化
管
撮
影
技
術
研
修
会
の
卒
 

後
研
修
シ
ス
テ
ム
も
つ
く
ら
な
 

く
て
は
、
せ
っ
か
く
の
受
講
生
 

の
技
能
が
中
途
半
端
な
も
の
に
 

ト
の
三
分
の
一
が
消
え
る
ぞ
、
 

と
の
予
測
が
あ
る
の
だ
。
 

第
三
は
、
な
ん
て
言
っ
て
も
 

技
師
不
足
に
対
す
る
慢
心
が
挙
 

げ
ら
れ
よ
う
。
確
か
に
現
在
は
 

超
売
手
市
場
で
あ
る
。
い
つ
で
 

も
ど
こ
に
い
っ
て
も
、
就
職
も
 

転
職
も
自
由
自
在
だ
。
苦
労
し
 

て
研
修
し
て
技
量
を
磨
か
な
く
 

て
も
、
昇
給
，
ボ
︱
ナ
ス
を
削
 

ら
れ
る
心
配
は
な
い
。
 

だ
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
 

つ
い
数
年
前
ま
で
医
師
が
そ
う
 

で
あ
っ
た
。
無
医
地
区
の
町
村
 

長
が
頭
を
低
く
し
て
、
医
師
を
 

求
め
て
大
学
廻
り
を
し
た
こ
と
 

は
記
憶
に
新
し
い
。
今
に
な
つ
 

て
、
医
師
数
増
が
現
実
の
問
題
 

に
な
つ
て
み
る
と
、
あ
れ
ほ
ど
 

の
医
師
不
足
も
槿
花
一
朝
の
栄
 

終
つ
て
し
ま
う
。
 

法
律
的
に
は
、
胃
集
検
の
一
 

次
検
診
に
限
り
、
独
立
し
た
撮
 

影
業
務
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
 

努
力
を
傾
る
べ
き
で
あ
る
。
子
 

宮
が
ん
検
診
の
サ
イ
ド
ス
ク
リ
 

︱
ナ
︱
は
、
検
査
結
果
の
判
断
 

が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
 

で
に
述
べ
た
。
 

当
面
、
放
射
線
技
師
が
な
に
 

を
す
ベ
き
か
項
目
別
に
拾
つ
て
 

も
こ
れ
く
ら
い
あ
る
。
こ
れ
ら
 

を
実
現
す
る
た
め
の
根
底
に
あ
 

る
の
が
、
「
よ
い
写
真
を
撮
る
こ
 

と
」
に
集
約
さ
れ
、
そ
れ
が
認
定
 

技
師
と
繋
が
っ
て
行
く
こ
と
に
 

な
る
の
だ
が
、
忘
れ
て
な
ら
な
 

い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
 

そ
れ
は
、
一
部
の
技
師
。
例
 

え
ば
本
会
の
撮
影
技
術
研
修
会
 

さ
さ
さ
さ
さ
さ
さ
さ
ミ
さ
き
3さ
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奏
 

鈴
鹿
医
科
技
大
学
 

平
成
三
年
度
開
設
へ
 

一
九
九
一
年
度
と
九
二
年
度
 

か
ら
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
 

公
私
立
大
学
，
短
大
の
申
請
が
 

出
そ
ろ
い
、
文
部
省
は
八
月
七
 

日
ま
で
に
、
大
学
設
置
.学
校
 

法
人
審
議
会
に
認
可
す
る
か
ど
 

う
か
を
諮
問
し
た
。
 

申
請
に
よ
る
と
、
来
春
九
一
 

年
度
新
設
は
、
私
立
の
大
学
六
 

校
と
短
大
二
校
。
こ
の
中
に
、
 

日
本
放
射
線
技
師
会
中
村
実
，
 

会
長
が
中
心
と
な
つ
て
開
設
を
 

で
あ
っ
た
。
ど
う
し
-̂放
射
 

線
技
師
だ
け
は
例
外
だ
と
言
い
 

き
れ
よ
う
。
 

第
四
は
、
「
人
間
す
ベ
て
平
 

等
だ
」
と
の
戦
後
思
想
の
影
響
 

も
見
逃
が
せ
な
い
。
差
を
つ
け
 

る
の
は
悪
だ
。
学
校
の
通
信
簿
 

は
廃
止
し
ろ
か
ら
始
つ
て
、
こ
 

の
考
え
方
が
エ
ス
カ
レ
︱
ト
 

し
、
み
ん
な
で
サ
ボ
レ
ば
怖
く
 

な
い
に
な
り
、
会
社
は
倒
産
の
 

危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
進
学
校
は
 

三
流
化
し
生
徒
が
集
ら
な
く
な
 

つ
た
例
は
少
な
く
な
い
。
 

す
べ
て
の
放
射
線
技
師
が
そ
 

う
だ
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
 

が
、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
思
い
当
 

る
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
。
 

「
目
覚
め
よ
。
放
射
線
技
師
た
 

ち
ょ
」
と
言
い
た
い
。
 

を
受
講
し
た
技
師
、
あ
る
い
は
 

学
会
に
よ
く
参
加
す
る
技
師
が
 

よ
い
写
真
を
撮
れ
る
よ
う
に
な
 

れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
資
格
 

を
も
っ
て
い
る
放
射
線
技
師
全
 

員
が
よ
い
写
真
を
撮
れ
る
よ
う
 

に
な
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
、
と
 

い
う
こ
と
で
あ
る
。
目
の
届
か
 

な
い
と
こ
ろ
に
い
る
放
射
線
技
 

師
が
相
変
ら
ず
悪
い
写
真
を
撮
 

つ
て
い
る
と
、
そ
の
こ
と
で
放
 

射
線
技
師
全
体
の
技
量
が
評
価
 

さ
れ
、
取
り
組
む
事
項
の
足
を
 

引
つ
ば
る
こ
と
に
な
る
。
 

次
は
、
取
り
組
む
事
項
の
優
 

先
順
位
と
目
標
達
成
の
シ
ナ
リ
 

ォ
つ
く
る
こ
と
で
4め
る
。
別
の
 

角
度
か
ら
言
え
ば
も
つ
と
も
重
 

要
な
の
は
こ
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
 

り
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
な
 

い
と
す
べ
て
が
雨
散
霧
消
し
て
 

し

ま

う

。

(
萩

原

理

) 

き
さ
3589893き
き
き
き
き
さ
8169633
 

す
す
め
て
い
た
鈴
鹿
医
療
科
学
 

技
術
大
学
も
含
ま
れ
て
い
る
。
 

同
大
学
は
保
健
衛
生
学
部
放
 

射
線
技
術
科
学
科
、
定
員
八
〇
 

名
、
医
療
栄
養
学
科
同
四
0名
、
 

医
用
工
学
部
医
用
電
子
工
学
科
 

同
八
0
名
、
医
用
情
報
工
学
科
 

同
四
〇
名
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
で
診
療
放
射
線
技
師
を
 

対
象
と
す
る
四
年
制
大
学
は
愛
 

知
県
の
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
 

学
衛
生
学
部
放
射
線
科
(
定
員
 

四
0
名
)
と
併
せ
て
二
校
に
な
 

つ
た
。
 

技
師
は
冬
眠
か
ら
目
覚
め
よ
 

い
ま
技
師
は
问
を
す
べ
き
か
 

技
師
は
写
真
を
知
つ
て
る
か
 

第
二
は
、
放
射
線
技
師
自
身
 

が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
写
真
が
 

撮
れ
る
か
、
よ
く
分
つ
て
い
な
 

い
節
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
 

る
0
 よ

い
写
真
を
写
す
に
は
、
そ
 

の
前
提
と
し
て
、
よ
い
と
評
価
 

さ
れ
た
写
真
を
で
き
る
だ
け
多
 

く
見
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

そ
し
て
、
撮
影
機
器
や
撮
影
条
 

件
を
調
べ
て
模
倣
す
る
こ
と
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
 

け
多
く
、
よ
い
写
真
が
見
ら
れ
 

る
機
会
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

が
、
写
真
展
示
の
機
会
が
稀
少
 

で
あ
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
指
 

導
者
層
が
そ
の
企
画
を
推
進
し
 

よ
う
と
さ
え
し
な
か
つ
た
。
技
 

術
は
評
価
さ
れ
、
衰
賞
さ
れ
て
 

こ
そ
進
歩
す
る
も
の
で
あ
る
と
 

は
、
再
々
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
 

戦
後
の
平
等
思
想
の
中
に
埋
没
 

し
て
、
競
争
原
理
の
導
入
を
排
 

除
し
て
き
た
こ
と
は
、
ソ
連
東
 

欧
の
社
会
主
義
国
も
か
く
や
と
 

思
う
ほ
ど
で
あ
る
。
 

放
射
線
技
師
の
中
に
深
く
染
 

み
つ
い
た
、
 
1こ
の
体
質
を
改
め
 

な
け
れ
ば
變
疋
技
師
も
形
式
的
 

な
画
餅
に
帰
し
て
し
ま
う
だ
ろ
 

う
0
 第

三
は
、
.胃
集
検
を
含
め
消
 

化
管
撮
影
に
従
事
す
る
放
射
線
 

技
師
は
、
な
に
を
さ
て
置
い
て
 

も
、
よ
い
写
真
を
写
す
こ
と
を
 

第
一
義
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 

与
え
ら
れ
た
機
器
、
機
材
を
 

い
か
に
有
効
に
活
用
す
る
か
に
 

心
を
砕
く
べ
き
で
、
写
真
撮
影
 

の
技
術
向
土
を
さ
て
お
い
て
、
 

機
器
、
機
材
の
評
価
や
改
善
に
 

深
入
り
し
て
い
る
日
本
放
射
線
 

技
術
学
会
の
姿
勢
は
本
末
転
倒
 

の
そ
し
り
を
招
か
れ
な
い
。
ま
 

た
、
撮
影
の
た
め
の
異
常
識
別
 

の
域
を
越
え
て
、
医
師
の
読
影
 

診
断
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
、
 

早
期
胃
が
ん
発
見
に
快
哉
の
声
 

を
挙
げ
る
こ
と
な
ど
は
厳
に
慎
 

む
べ
き
で
あ
る
。
医
師
と
放
射
 

線
技
師
は
明
ひ
か
に
、
医
療
に
 

お
け
る
分
担
が
異
な
る
こ
と
を
 

〈
4面
か
ら
)
 

込
ん
で
、
十
分
な
る
指
示
を
与
 

え
て
撮
影
さ
せ
る
ベ
き
で
は
な
 

い
か
。
こ
れ
ら
一
連
の
行
為
の
 

中
に
存
在
す
る
「
読
影
」
は
不
 

可
に
こ
だ
わ
る
な
ら
、
異
常
が
 

疑
わ
れ
る
「
部
位
識
別
」
と
で
 

も
表
現
を
変
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
 

う
。
そ
れ
も
許
さ
れ
な
い
と
す
 

る
な
ら
ば
、
闇
夜
に
鉄
砲
を
撃
 

つ
よ
う
に
、
シ
ャ
ッ
タ
︱
を
押
 

す
だ
け
に
な
り
、
よ
い
写
真
を
 

写
す
こ
と
は
望
む
ベ
く
も
な
い
 

こ
と
に
な
る
。
I胃
集
検
の
精
度
 

管
理
は
第
一
歩
か
ら
崩
れ
て
し
 

ま
う
。
子
宮
が
.̂̂
診
の
サ
イ
 

ト
ス
ク
リ
︱
ナ
︱
ば
医
師
で
は
 

な
い
が
学
会
認
定
を
受
け
て
、
 

検
査
判
断
を
許
さ
れ
て
い
る
。
 

大
阪
大
学
医
療
技
術
短
期
大
 

学
部
(
放
射
線
医
学
)
の
稲
本
 

一
夫
教
授
は
、
朝
日
新
聞
の
論
 

壇
に
投
稿
し
、
「
日
本
の
医
療
 

は
長
い
間
、
医
師
を
中
心
と
し
 

て
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
 

で
は
医
師
と
看
護
婦
，
医
療
技
 

術
者
の
共
同
作
業
な
し
に
は
、
 

医
療
が
成
り
立
な
く
な
つ
て
い
 

る
」
と
し
て
い
る
。
放
射
線
科
 

医
も
時
代
の

化̂
と
胃
集
検
 

の
現
状
か
ら
、
，
放
射
線
技
師
 

に
雅
量
を
示
才
こ
と
を
望
み
た
 

ヽ
0
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受
診
動
向
に
か
げ
り
 

む
ず
か
し
い
今
後
の
対
応
 

を
受
け
持
っ
て
い
る
が
、
受
診
 

者
数
は
六
二
年
度
を
ビ
︱
ク
に
 

減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
元
年
 

度
も
ま
た
前
年
度
を
割
り
込
む
 

結
果
と
な
っ
た
。
他
に
受
診
機
 

会
を
得
る
人
が
増
え
て
い
る
の
 

か
、
あ
る
い
は
胃
集
検
そ
の
も
 

の
に
対
し
て
認
識
の
希
薄
化
が
 

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

本
会
の
元
年
度
住
民
検
診
受
 

診
者
八
三
、
二
六
|
人
の
内
、
四
 

六
，
一

を̂
六
十
歳
以
上
の
高
 

齢
層
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
年
 

齢
層
の
受
診
構
成
比
は
こ
の
十
 

年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
て
お
り
、
 

受
診
者
の
中
心
が
年
々
高
齢
層
 

に
移
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
 

と
は
第
一
次
産
業
就
労
者
の
割
 

合
の
減
少
と
無
縁
で
は
な
い
 

が
、
職
域
分
を
含
め
た
総
受
診
 

者
で
み
て
も
、
こ
の
傾
向
は
同
 

様
に
指
摘
で
き
る
。
胃
集
検
が
 

普
及
し
た
二
十
年
前
に
四
十
、
 

五
十
歳
代
に
い
た
人
た
ち
が
、
 

六
十
、
七
十
歳
代
に
な
っ
た
現
 

在
も
受
診
者
の
主
役
を
続
け
て
 

と
き
な
さ
つ
た
わ
け
で
さ
あ
。
 

隠
居
前
口
上
は
よ
く
分
か
 

つ
た
。
そ
れ
で
ど
う
な
つ
た
ね
。
 

熊
さ
ん
そ
の
お
客
さ
ん
の
 

言
う
に
は
「
熊
さ
ん
だ
ね
」
と
 

念
を
押
し
た
上
で
、
「
が
ん
の
 

集
団
検
診
も
難
し
い
と
こ
ろ
に
 

き
ま
し
た
な
」
と
、
言
い
ま
わ
 

し
は
優
し
い
が
、
中
味
は
厳
し
 

い
ん
で
、
一
瞬
、
こ
の
お
客
は
 

絡
み
癖
が
あ
る
の
か
と
、
ひ
や
 

つ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
 

隠
居
面
白
そ
う
な
話
の
よ
 

う
だ
。
そ
れ
で
…
…
。
 

熊
さ
ん
「
表
か
ら
は
が
ん
 

集
団
検
診
見
直
し
の
声
が
あ
が
 

り
、
裏
か
ら
は
じ
わ
じ
わ
と
経
 

営
が
圧
迫
さ
れ
て
き
た
。
下
世
 

話
で
前
門
の
虎
、
後
門
の
狼
の
 

譬
え
に
似
て
き
た
の
か
な
」
と
 

こ
う
き
な
さ
つ
た
。
 

い
る
よ
う
な
気
さ
え
し
て
く
る
 

が
、
新
し
く
対
象
年
齢
に
加
わ
 

つ
て
く
る
人
た
ち
へ
の
意
識
づ
 

け
が
往
時
ほ
ど
の
情
熱
を
も
つ
 

て
な
さ
れ
て
来
て
い
る
だ
ろ
う
 

か
と
い
う
点
は
、
自
ら
の
反
省
 

も
含
め
て
、
背
景
に
指
摘
で
き
 

る
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
 

ま
た
、
受
診
者
の
固
定
化
傾
 

向
に
つ
い
て
は
既
に
言
わ
れ
て
 

久
し
い
が
、
元
年
度
受
診
者
の
 

五
七
，
五

を̂
継
年
受
診
者
が
 

占
め
て
い
る
。
昭
和
五
八
年
度
 

以
降
の
受
診
歴
に
よ
り
そ
の
継
 

続
受
診
状
況
を
検
索
す
る
と
、
 

五
年
以
上
継
続
し
て
受
け
て
い
 

る
人
が
総
受
診
者
の
一
九
.八
 

^
 (五
人
に
一
人
)、
三
年
以
 

上
だ
と
三
九
，
四

を̂
占
め
、
 

受
診
者
十
人
中
四
人
は
、
毎
年
 

の
よ
う
に
受
け
て
い
る
人
々
で
 

構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
初
 

回
受
診
者
の
構
成
比
は
、
六
十
 

年
度
の
四
〇
，
八
お
か
ら
元
年
 

度
は
一
八
，
六
お
に
減
じ
て
お
 

り
、
未
受
診
者
の
受
診
参
加
に
 

隠
居
な
る
ほ
ど
。
た
だ
者
 

と
は
思
え
な
い
ね
。
蘭
法
で
も
 

や
つ
て
い
る
人
か
な
。
 

熊
さ
ん
そ
れ
か
ら
で
す
 

よ
。
「
こ
の
難
局
は
小
手
先
細
工
 

で
は
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
な
。
重
 

大
な
思
い
違
い
の
咎
め
が
吹
き
 

出
し
て
き
た
、
と
み
た
ほ
う
が
 

い
い
で
し
ょ
う
」
と
、
半
分
独
り
 

言
の
よ
う
に
言
い
な
さ
つ
た
。
 

隨
居
ふ
ん
。
ふ
ん
。
 

熊
さ
ん
わ
つ
し
は
、
こ
れ
 

で
も
江
戸
っ
子
の
は
し
く
れ
。
 

廻
り
く
ど
い
話
を
き
く
と
い
ら
 

い
ら
し
て
く
る
ん
で
、
ず
ば
り
 

そ
の
、
何
を
仰
り
た
い
ん
で
、
 

と
つ
い
口
か
ら
出
て
し
ま
い
や
 

ん
し
て
ね
。
 

隠
居
そ
れ
が
お
前
さ
ん
の
 

未
熟
な
と
こ
ろ
だ
。
話
は
落
着
 

い
て
し
ま
い
ま
で
き
く
も
ん
 

も
失
速
傾
向
が
著
し
い
。
 

現
在
、
が
ん
検
診
に
対
し
て
 

は
、
救
命
効
率
や
経
済
効
率
等
 

の
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
 

論
議
が
な
さ
れ
、
受
診
普
及
に
 

努
め
て
き
た
実
施
機
関
に
と
つ
 

て
、
事
業
の
基
盤
そ
の
も
の
を
 

問
い
直
さ
れ
る
よ
う
な
転
換
期
 

を
迎
え
た
感
が
あ
る
が
、
受
診
 

者
の
固
定
化
傾
向
は
が
ん
発
見
 

率
、
ひ
い
て
は
検
診
の
効
果
判
 

定
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
 

あ
り
、
未
受
診
者
群
へ
の
対
策
 

は
今
後
も
課
題
と
さ
れ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
 

元
年
度
に
実
施
し
た
八
九
市
 

町
村
に
つ
い
て
、
五
八
年
度
以
 

降
に
一
度
で
も
受
診
し
た
人
の
 

実
人
口
を
集
計
す
る
と
、
対
象
 

年
齢
人
口
の
二
九
，
三
お
に
す
 

ぎ
な
い
。
七
割
の
人
た
ち
が
、
 

本
会
の
胃
集
検
に
限
れ
ば
、
七
 

年
間
に
一
度
も
受
診
し
て
い
な
 

い
わ
け
で
、
他
機
関
実
施
分
を
 

加
え
た
と
し
て
も
ま
だ
相
当
な
 

多
数
を
占
め
る
こ
と
が
推
察
で
 

き
る
。
こ
の
数
字
は
、
ど
う
し
 

て
も
受
け
な
い
者
は
仕
方
が
な
 

い
、
と
し
て
放
置
さ
れ
て
し
ま
 

う
に
は
あ
ま
り
に
大
き
い
。
 

(
長
野
県
成
人
病
予
防
協
会
 

業
務
課
長
，
岡
沢
孝
昭
)
 

だ
。
 

熊
さ
ん
そ
の
お
客
が
言
う
 

の
に
は
、
「
が
ん
の
集
団
検
診
 

を
労
咳
(
結
核
)
の
よ
う
な
細
 

菌
で
起
こ
る
病
気
と
同
じ
よ
う
 

に
考
え
て
、
や
つ
て
き
た
と
こ
 

ろ
に
無
理
が
あ
つ
た
の
と
、
違
 

い
ま
し
よ
う
か
」
と
。
 

隠
居
な
な
ほ
ど
。
労
咳
に
 

な
る
の
は
若
者
が
多
か
つ
た
。
 

だ
か
ら
労
咳
の
患
者
だ
け
治
し
 

て
し
ま
え
ば
、
感
染
の
元
も
な
 

く
な
る
し
、
一
石
一
一
鳥
だ
。
 

熊
さ
ん
「
そ
こ
で
」
と
、
 

そ
の
客
さ
ん
。
「
人
間
の
本
音
 

は
自
分
だ
け
は
死
に
た
く
な
 

い
。
違
う
か
ね
、
熊
さ
ん
。
労
 

痰
は
感
染
す
る
。
だ
か
ら
ど
ん
 

な
こ
と
を
し
て
も
防
が
な
く
て
 

は
な
ら
な
い
。
が
ん
で
隣
り
の
 

亭
主
が
死
ん
^̂
う
ち
の
神
 

第
"回
技
師
5
 

衣
笠
選
手
 

九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
る
第
 

二
三
回
技
師
部
会
の
石
渡
良
徳
 

会
長
は
、
特
別
講
演
の
講
師
と
 

し
て
衣
笠
祥
雄
氏
を
招
聘
し
 

「
私
の
野
球
人
生
」
を
話
し
て
 

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
 

衣
笠
氏
は
プ
ロ
野
球
広
島
力
 

︱
プ
の
選
手
と
し
て
、
連
続
出
 

場
二
、
 ニ
ー

 五
回
の
世
界
記
録
 

を
達
成
し
た
こ
と
は
記
億
に
新
 

し
い
と
こ
ろ
。
ま
た
、
死
球
数
 

一
六
一
は
歴
代
二
位
の
記
録
。
 

こ
れ
だ
け
の
死
球
を
受
け
な
が
 

ら
、
休
場
す
る
こ
と
な
く
連
続
 

出
場
記
録
を
達
成
し
た
の
だ
か
 

ら
〃
鉄
人
〃
の
異
名
が
与
え
ら
 

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
衣
笠
氏
な
 

ら
ば
こ
そ
、
単
な
る
野
球
技
術
 

論
や
球
界
裏
話
で
は
な
く
、
な
 

に
が
ど
の
よ
う
に
し
て
記
録
を
 

支
え
た
の
か
、
そ
の
秘
話
が
き
 

け
る
も
の
と
早
く
も
大
き
な
期
 

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

パ
ネ
ル
は
消
化
管
撮
影
の
技
 

術
論
「
バ
リ
ウ
ム
付
着
の
た
め
 

の
体
位
変
換
」
、
例
の
右
廻
り
左
 

廻
り
論
に
結
着
が
つ
く
か
。
シ
 

さ
ん
が
死
ぬ
と
は
限
ら
な
い
。
 

そ
れ
に
胃
が
ん
だ
け
防
げ
ば
い
 

い
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。
大
 

腸
も
肺
も
そ
の
他
ど
こ
に
が
ん
 

が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
 

脳
卒
中
だ
っ
て
心
臓
病
だ
っ
て
 

死
ぬ
原
因
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
 

問
題
は
こ
こ
で
す
よ
」
と
。
 

隠
居
そ
の
通
り
だ
ね
。
要
 

は
が
ん
や
成
人
病
は
、
細
菌
で
 

起
こ
る
病
気
と
は
違
う
か
ら
、
 

検
診
を
受
け
る
立
場
に
な
つ
て
 

考
え
直
せ
と
言
う
こ
と
だ
な
。
 

熊
さ
ん
そ
れ
に
「
細
菌
で
 

起
こ
る
病
気
は
、
お
上
が
責
任
 

を
も
つ
て
国
中
洩
れ
な
く
予
防
 

す
る
必
要
が
あ
る
。
お
金
に
限
 

り
が
あ
る
か
ら
、
一
人
当
り
で
 

き
る
だ
け
安
く
し
な
く
て
は
な
 

ら
な
い
」
と
も
言
い
や
し
た
よ
。
 

隠
居
が
ん
や
成
人
病
は
予
 

防
法
が
複
雑
で
金
が
か
か
る
。
 

受
け
る
人
の
気
持
を
汲
む
と
手
 

間
も
か
か
る
。
そ
う
考
え
た
だ
 

け
で
も
、
労
咳
と
同
じ
考
え
方
 

じ
ゃ
あ
、
ダ
メ
だ
な
。
 

熊
さ
ん
物
事
に
は
表
に
現
 

わ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
核
心
が
 

あ
ん
だ
そ
う
で
や
ん
す
ね
。
 

隠
居
な
ん
だ
ね
、
熊
さ
ん
。
 

い
き
な
り
難
し
い
話
を
も
ち
だ
 

し
て
、
年
寄
り
を
う
ろ
た
え
さ
 

せ
よ
う
と
言
う
の
か
な
。
 

熊
さ
ん
と
ん
で
も
ご
ざ
い
 

や
せ
ん
。
美
奈
の
店
に
、
「
京
」
 

帰
り
の
お
客
さ
ん
が
み
え
や
ん
 

し
て
ね
。
そ
の
お
方
が
わ
つ
し
 

の
隣
に
腰
を
お
ろ
し
た
と
、
思
 

つ
て
お
く
ん
な
さ
い
。
 

隠
居
な
あ
る
ほ
ど
。
熊
さ
 

ん
の
頼
み
で
は
断
れ
ま
せ
ん
 

な
。
そ
う
思
い
ま
し
ょ
う
。
 

熊
さ
ん
美
奈
の
姐
さ
ん
と
 

は
昵
懇
(
じ
っ
こ
ん
)
ら
し
く
 

て
、
京
の
話
を
肴
に
ご
酒
を
召
 

し
上
っ
て
い
た
の
で
す
が
ね
。
 

く
る
つ
と
、
こ
ち
ら
を
向
く
と
 

「
ま
あ
お
近
か
づ
き
に
」
と
、
 

盃
を
さ
し
だ
さ
れ
や
ん
し
て
 

ね
。
そ
れ
か
ら
「
物
事
に
は
」
 

ど
う
田
や
つ
 

医
者
が
本
音
で
医
学
の
 

ま
や
か
し
を
語
っ
て
話
題
 

に
な
つ
て
い
る
の
が
、
新
 

潮
お
の
「
開
業
医
に
も
言
 

わ
せ
ろ
」
。
週
刊
新
潮
巻
 

末
の
小
咄
に
触
れ
、
話
題
 

は
色
事
が
大
半
で
あ
る
が
 

出
て
く
る
の
は
、
神
父
、
 

医
師
、
教
師
、
弁
護
士
が
多
 

い
と
し
、
何
し
ろ
医
者
の
 

不
養
生
、
坊
主
の
不
信
心
、
 

教
師
の
不
勉
強
と
い
う
の
 

は
、
人
生
に
於
け
る
三
大
 

ま
や
か
し
で
あ
る
こ
と
を
 

庶
民
の
智
慧
は
知
っ
て
い
 

る
の
で
あ
る
、
と
切
り
つ
 

け
て
い
る
。
知
恵
を
智
慧
 

と
書
く
あ
た
り
、
筆
者
の
 

、
む
底
が
感
じ
ら
れ
る
。
 

5会
特
別
講
演
 

の
野
球
人
生
 

ン
ボ
は
、
「
放
射
線
技
師
は
今
、
 

消
化
管
撮
影
で
何
が
で
き
る
か
」
 

こ
れ
は
古
く
て
新
し
い
問
題
、
 

ど
こ
ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
る
か
 

興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
。
も
う
一
 

題
は
、
「
な
ぜ
認
定
技
師
が
必
要
 

か
」
、
数
年
も
前
か
ら
温
め
ら
れ
 

て
い
た
課
題
の
登
場
。
波
紋
と
 

反
響
が
全
国
に
拡
が
る
こ
と
は
 

必
須
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
話
題
 

に
は
こ
と
欠
か
な
い
技
師
部
会
 

に
な
る
こ
と
に
相
違
な
い
。
 

翌
、
九
日
の
地
方
会
は
胃
集
 

検
と
大
腸
集
検
を
中
心
に
一
般
 

演
題
一
四
題
。
特
別
講
演
は
、
 

「
地
域
胃
集
検
の
精
検
を
担
当
 

し
て
一
三
年
、
そ
の
歩
み
」
、
厚
 

木
方
式
と
し
て
有
名
な
、
厚
木
 

市
医
師
会
の
足
跡
が
発
表
さ
れ
 

る
。
シ
ン
ポ
は
二
題
。
「
胃
集
検
 

の
効
果
評
価
」
、
演
者
の
顔
ぶ
 

れ
が
多
彩
な
の
が
特
色
。
次
は
 

「
大
腸
検
診
の
方
法
と
成
績
」
。
 

都
市
に
健
康
管
理
 

続
々
開
設
 

東
京
都
目
黒
区
の
「
ホ
テ
ル
 

三
條
苑
」
敷
地
内
に
一
九
八
六
 

年
十
二
月
ォ
︱
プ
ン
し
た
会
員
 

制
医
療
ク
ラ
ブ
「
ラ
イ
べ
ッ
ク
 

ス
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
」
は
、
 

ロ
コ
ミ
で
会
員
が
増
え
、
今
で
 

は
発
足
当
時
の
六
倍
、
千
二
百
 

人
に
達
し
た
。
個
人
の
入
会
条
 

件
は
入
会
金
が
三
百
万
円
、
預
 

託
金
(
二
十
年
間
預
託
)
が
七
 

百
万
円
、
年
会
費
十
二
万
円
。
 

こ
の
ク
ラ
ブ
は
デ
べ
口
ツ
バ
 

︱
の
ラ
イ
べ
ッ
ク
ス
(
本
社
東
 

京
)
が
開
設
、
総
合
健
康
診
断
 

な
ど
の
医
療
行
為
を
千
寿
会
三
 

條
苑
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
委
託
し
て
 

い
る
。
ラ
イ
べ
ッ
ク
ス
は
八
八
 

年
九
月
に
札
幌
の
ホ
テ
ル
に
同
 

様
の
ク
ラ
ブ
を
設
け
た
が
現
在
 

会
員
は
八
百
人
に
の
ぼ
る
。
 

こ
う
し
た
会
員
制
医
療
ク
ラ
 

ブ
の
先
駆
け
は
三
井
不
動
産
が
 

榊
原
記
念
病
院
と
組
ん
で
八
五
 

年
九
月
に
東
京
，
西
新
宿
に
開
 

い
た
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
。
現
在
 

会
員
数
千
二
百
人
。
東
京
都
世
 

田
谷
区
の
大
脇
病
院
は
六
月
末
 

別
会
社
を
通
じ
て
、
病
院
の
隣
 

接
地
に
「
メ
デ
ィ
テ
ル
ム
奥
沢
」
 

を
開
設
。
千
葉
県
鴨
川
市
の
亀
 

田
総
合
病
院
を
母
体
と
す
る
亀
 

田
開
発
(
千
葉
市
)
は
来
年
十
 

月
、
千
葉
市
幕
張
地
区
に
「
フ
 

ラ
ン
ク
ス
，
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
 

ブ
」
を
発
足
さ
せ
る
。
(日
経
) 

検
診
料
金
研
究
班
 

作
業
最
終
段
階
に
 

胃
集
検
の
一
次
検
診
モ
デ
ル
 

に
よ
る
検
診
費
用
の
研
究
(
研
 

究
班
長
土
屋
尚
，
神
奈
川
県
予
 

防
医
学
協
会
)
作
業
が
い
よ
い
 

よ
大
詰
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
 

今
後
の
作
業
予
定
と
し
て
は
 

協
力
九
機
関
に
対
す
る
補
足
調
 

査
と
そ
の
集
計
、
分
析
。
そ
れ
 

を
す
で
に
作
成
し
た
胃
集
検
実
 

施
項
目
に
入
力
し
て
報
告
書
を
 

取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
る
模
 

こ
の
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
 

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
各
実
 

施
項
目
に
つ
い
て
も
、
調
査
協
 

力
機
関
毎
に
搔
営
的
な
面
か
ら
 

の
性
格
が
異
つ
て
い
る
の
で
、
 

単
純
に
積
算
す
れ
ば
よ
い
も
の
 

で
は
な
い
だ
け
に
作
業
は
難
し
 

い
側
面
を
か
か
え
て
い
る
。
 

料
金
額
は
実
施
機
関
の
拡
充
 

原
資
の
確
保
を
考
慮
に
入
れ
な
 

が
ら
も
メ
︱
ト
ル
原
器
的
性
格
 

を
も
つ
も
の
に
な
り
そ
う
だ
。
 

健
康
づ
く
り
支
援
財
団
 

地
域
住
民
や
中
小
企
業
従
業
 

員
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
よ
 

う
と
、
神
奈
川
県
は
七
月
十
八
 

日
「
力
な
カ
オ
健
康
お
&」
の
 

設
立
発
起
人
会
を
開
く
。
県
下
 

三
十
七
全
市
町
村
と
、
六
十
二
 

の
企
業
、
関
係
団
体
が
参
加
す
 

る
。
一
人
ひ
と
り
の
体
力
や
体
 

型
に
合
っ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

の
提
供
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の
事
 

業
を
強
調
し
た
全
国
で
も
初
め
 

て
の
試
み
と
い
う
。
(
日
経
)
 

長
野
県
の
昭
和
六
三
年
度
老
 

人
保
健
事
業
に
お
け
る
胃
集
検
 

受
診
率
は
平
均
一
八
.0%で
、
 

一
一
0%を
超
え
る
と
こ
ろ
が
一
 

二
一
 市
町
村
中
七
五
市
町
村
あ
 

る
が
、
対
象
者
数
が
前
年
の
半
 

分
に
な
っ
た
り
、
い
き
な
り
倍
 

近
く
な
つ
て
い
る
町
村
も
あ
 

り
、
対
象
者
の
と
ら
え
方
に
不
 

確
実
な
印
象
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。
 

職
域
検
診
等
の
実
態
も
包
括
し
 

て
、
対
象
年
齢
人
口
に
対
す
る
 

正
確
な
受
診
率
が
把
握
で
き
な
 

い
と
評
価
は
む
ず
か
し
い
。
 

さ
て
、
受
診
率
は
と
も
か
く
、
 

本
県
の
老
人
保
健
事
業
に
よ
る
 

胃
集
検
受
診
者
数
は
、
こ
の
年
、
 

関
東
甲
信
越
地
区
で
は
唯
一
前
 

年
度
実
績
を
下
ま
わ
っ
た
。
本
 

会
で
は
本
県
胃
集
検
の
七
割
強
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
鑑
定
人
に
は
、
 

し
て
い
い
ダ
イ
ヤ
を
見
せ
る
こ
と
が
基
本
 

だ
と
 
ラ
〔
 

(
曽
野
綾
子
，
作
家
、
新
潮
お
 

「
夜
明
け
の
新
聞
の
匂
い
」
) 

説
明
は
不
用
だ
ろ
う
。
そ
の
 

意
味
を
胃
集
検
領
域
に
移
し
て
 

み
る
と
、
「
胃
集
検
に
従
事
す
 

る
放
射
線
技
師
に
は
、
徹
底
し
 

て
、
い
い
写
真
を
見
せ
る
こ
と
 

が
基
本
だ
と
い
う
」
こ
と
だ
。
 

簡
に
し
て
要
を
得
た
言
葉
と
 

は
、
こ
う
い
ー
2̂
を
指
す
の
 

だ
ろ
う
。
 

放
射
線
科
医
も
放
 ぎ
1
技
に
 

も
、
「
徹
底
し
て
い
い
写
真
」
 

を
撮
影
し
、
そ
れ
を
見
せ
た
こ
 

と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
「
ど
う
 

か
ね
」
と
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
 

︱
田
中
隆
技
師
に
き
い
た
ら
 

「
う
う
ん
」
と
考
え
込
ん
で
し
 

ま
っ
た
。
な
ぜ
か
、
放
射
線
技
 

師
は
自
分
の
撮
影
し
た
写
真
を
 

公
開
し
ょ
う
と
し
な
か
つ
た
。
 

そ
れ
を
不
思
議
と
思
わ
な
か
つ
 

た
。
不
思
議
だ
。
 

う
に
な
つ
て
か
ら
一
一
8！
年
に
 

な
る
が
、
初
め
て
の
試
み
と
し
 

て
、
関
係
者
の
注
目
と
関
心
を
 

集
め
て
い
る
。
 

い
ま
ま
で
、
ど
う
し
た
こ
と
 

か
、
指
導
階
級
の
技
師
が
自
ら
 

撮
影
し
た
写
真
を
一
堂
に
集
め
 

て
展
示
す
る
こ
と
は
、
ベ
ル
リ
 

ン
の
壁
の
中
に
閉
ざ
さ
れ
た
よ
 

う
に
、
タ
ブ
ー
と
し
て
誰
も
実
 

行
し
ょ
う
と
し
な
か
つ
た
。
 

そ
の
た
め
、
よ
い
写
真
、
よ
 

い
写
真
と
掛
声
ば
か
り
大
き
く
 

て
、
よ
い
写
真
の
実
物
は
存
在
 

し
な
い
と
い
う
奇
妙
な
現
象
が
 

つ
づ
い
て
い
た
が
、
い
よ
い
よ
 

こ
れ
が
〃
よ
い
写
真
"だ
と
所
 

属
機
関
の
名
誉
に
か
け
て
も
、
 

そ
の
べ
︱
ル
を
か
な
ぐ
り
捨
て
 

る
時
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
。
 

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
 

昨
年
、
岐
阜
で
開
催
さ
れ
た
評
 

認
定
技
師
に
賭
け
る
 

石
渡
会
長
の
シ
ナ
リ
オ
 

第
二
三
回
技
師
部
会
石
渡
良
 

徳
会
長
の
頭
の
中
に
は
、
第
一
 

八
回
の
岡
田
健
会
長
の
言
葉
が
 

強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
 

「
お
祭
騒
ぎ
の
会
長
は
や
ら
な
 

い
。
お
れ
が
会
長
の
と
き
は
、
 

こ
れ
を
残
し
た
」
と
、
後
に
残
 

る
も
の
を
組
み
込
み
た
い
、
こ
 

の
言
葉
で
あ
る
。
 

石
渡
会
長
は
「
認
定
技
師
」
 

を
取
り
上
げ
た
。
骨
太
の
シ
ナ
 

リ
オ
作
り
に
時
間
を
か
け
た
。
 

幸
運
に
も
「
市
川
賞
」
の
制
定
 

〉
00000000000
 

が
絵
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
く
 

る
。
萩
原
の
優
し
さ
の
中
に
 

は
、
そ
ん
な
一
面
も
潜
ん
で
い
 

る
よ
う
だ
。
 

出
生
は
群
馬
県
安
中
市
。
家
 

紋
は
九
耀
梭
と
き
い
た
と
き
、
 

先
祖
は
安
中
蕃
士
と
推
測
し
 

た
。
だ
か
ら
上
州
人
ら
し
い
反
 

骨
の
気
性
も
も
つ
て
い
る
。
 

「
昭
和
四
十
四
年
に
群
馬
県
 

立
福
祉
大
学
校
放
射
線
科
を
卒
 

業
し
て
、
す
ぐ
い
ま
の
病
院
に
 

就
職
し
た
ん
で
す
が
、
若
い
血
 

の
燃
え
る
ま
ま
安
保
デ
モ
に
参
 

加
す
る
た
め
上
京
し
た
こ
と
も
 

あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
も
、
今
 

は
思
い
出
の
か
な
た
。
小
諸
に
 

根
づ
い
て
二
十
二
年
に
な
り
ま
 

す
よ
。
住
め
ば
都
。
小
諸
は
い
 

い
と
こ
ろ
で
す
。
浅
間
山
を
見
 

て
下
さ
い
。
青
い
空
。
か
す
か
 

白
い
煙
。
い
い
で
し
ょ
う
」
と
感
 

慨
を
こ
め
て
話
し
て
く
れ
た
。
 

「
胃
の
会
」
の
原
点
は
画
像
 

評
価
法
の
確
立
を
目
ざ
し
た
小
 

さ
な
芽
で
あ
つ
た
が
、
五
年
た
 

つ
て
み
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
 

大
地
に
深
く
し
っ
か
り
し
た
根
 

を
お
ろ
し
た
よ
う
だ
。
 

が
決
っ
た
。
こ
れ
を
シ
ナ
リ
オ
 

の
ト
ッ
プ
に
据
え
、
一
一
番
目
に
 

写
真
展
示
を
も
っ
て
き
た
。
最
 

後
の
締
め
く
く
り
に
、
シ
ン
ポ
 

ジ
ゥ
ム
「
な
ぜ
認
定
技
師
が
必
 

要
か
」
を
も
つ
て
き
た
。
 

七
月
十
四
日
、
国
立
東
京
第
 

価
展
示
会
で
、
最
優
秀
、
優
秀
 

賞
を
授
与
さ
れ
た
三
人
の
技
師
 

も
、
こ
の
展
示
に
参
加
が
予
定
 

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
か
ら
ど
 

ん
な
写
真
が
見
ら
れ
る
か
。
期
 

待
に
わ
く
わ
く
し
て
い
る
技
師
 

が
多
く
、
す
で
に
関
東
甲
信
越
 

以
外
か
ら
も
、
ぜ
ひ
見
た
い
と
 

参
加
宿
泊
申
込
み
が
多
く
寄
せ
 

ら
れ
て
い
る
。
 

卞
ナ
卞
卞
ナ
卞
卞
卞
卞
卞
卞
卞
 

二
病
院
で
、
司
会
の
藤
田
良
三
 

技
師
(
東
京
医
大
霞
ケ
浦
病
院
 

技
師
長
)
を
中
心
に
シ
ン
ポ
ジ
 

ス
ト
の
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
会
 

を
行
っ
た
。
窪
田
博
吉
，
消
化
 

器
診
断
部
長
も
特
別
参
加
し
て
 

助
言
し
た
。
認
定
技
師
制
度
の
 

確
立
に
か
け
る
窪
田
部
長
の
入
 

れ
込
み
の
激
し
さ
に
驚
い
た
。
 

よ
い
写
真
の
撮
れ
る
技
師
な
し
 

の
胃
集
検
は
な
い
。
窪
田
部
長
 

の
思
い
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。
 

「
画
像
診
断
に
お
け
る
医
師
 

と
技
師
の
境
界
線
」
と
言
う
投
 

稿
が
、
〃
病
院
"一
九
九
〇
年
ミ
 

月
号
に
載
っ
た
。
要
点
は
「
胃
 

集
検
体
制
は
技
師
が
支
え
て
い
 

る
と
い
つ
て
も
過
言
 

で
は
な
い
。
こ
の
よ
 

う
な
事
情
を
背
景
と
 

し
て
か
、
一
般
医
療
 

機
関
で
も
胃
、
さ
ら
 

に
注
腸
透
視
を
も
技
^
 

師
が
行
う
施
設
が
増
1
 ̂

え
て
い
る
よ
う
で
あ
 

る

。

(
中

略

)
透

視

^
 

と
い
う
の
は
、
そ
の
^
 

行
為
を
行
っ
て
い
る
^
 

時
点
か
ら
診
断
行
為
、

1̂
 

が
始
ま
つ
て
い
る
。
(
中
略
)
フ
 

イ
ル
ム
に
3̂
つ
て
も
、
そ
れ
は
 

全
情
報
量
の
極
く
わ
ず
か
で
あ
 

り
、
写
ら
な
い
部
分
に
病
変
が
 

な
い
と
は
い
え
な
い
。
見
逃
し
 

の
可
能
性
に
対
し
て
の
責
任
の
 

所
存
は
い
か
に
な
つ
て
い
る
の
 

だ
ろ
う
か
。
(
ォ
マ
ケ
)
日
本
 

医
学
放
射
線
学
会
が
保
険
点
数
 

に
画
像
診
断
料
を
付
加
し
ょ
う
 

^
と
努
力
し
て
い
る
こ
 

5̂
と
は
、
医
師
が
一
生
、
 

1
^
画
像
診
断
の
み
で
生
 

I」
き
ら
れ
る
道
を
開
く
 

こ
と
に
つ
な
が
り
、
 

有
難
い
方
向
と
考
え
 

て
い
る
」
と
あ
る
。
 

こ
の
投
稿
に
国
立
 

^
東
京
第
二
病
院
の
海
 

^
老
根
精
二
技
師
が
コ
 

ッ
ン
と
し
て
、
嚙
み
 

つ
き
反
論
を
投
稿
し
 

た
と
言
う
。
そ
の
内
容
は
お
楽
 

し
み
に
し
て
残
す
こ
と
に
す
る
 

が
、
技
師
が
消
化
管
の
透
視
し
 

て
悪
け
れ
ば
、
医
師
が
す
れ
ば
 

い
い
。
そ
れ
だ
け
と
思
う
が
。
 

科
 

院
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
Iシ
ヨ
ン
 

を
主
題
に
研
究
会
 

日
本
病
院
会
放
射
線
会
(
黒
 

羽
隆
夫
委
員
長
)
は
、
病
院
内
 

の
他
部
門
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
︱
 

長
 

塚
 

シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
テ
Iマ
に
 

平
成
二
年
度
の
定
例
研
究
会
を
 

五
月
二
十
六
日
、
東
京
.
お
茶
 

の
水
の
三
楽
病
院
で
行
っ
た
。
 

塚
田
ト
キ
ェ
1
三
楽
病
院
看
 

護
部
長
の
挨
拶
を
兼
ね
た
基
調
 

講
演
に
つ
づ
い
て
、
看
護
部
門
 

と
放
射
線
技
術
部
門
か
ら
現
状
 

と
問
題
点
に
つ
い
て
発
言
が
あ
 

り
、
休
憩
を
挿
ん
で
、
全
体
討
 

議
を
行
い
、
最
後
に
松
岡
龍
平
 

同
会
顧
問
が
し
め
く
く
つ
た
。
 

，、メ
 賞

 

口
 

本
会
の
放
射
線
技
師
部
会
が
 

発
足
し
て
、
平
成
三
年
で
二
十
 

周
年
に
な
る
の
で
、
記
念
事
業
 

と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
「
市
 

川
賞
」
が
、
表
彰
規
定
、
選
考
 

委
員
も
決
り
九
月
か
ら
発
足
す
 

る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

「
市
川
賞
」
は
、
市
川
平
三
郎
 

世
話
人
代
表
か
ら
放
射
線
技
師
 

部
会
へ
の
寄
付
金
を
基
金
と
し
 

て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、
技
師
 

部
会
の
目
的
達
成
の
た
め
顕
著
 

な
研
究
業
績
を
あ
げ
た
会
員
、
 

及
び
会
の
発
展
に
特
に
貢
献
が
 

1̂

 
た
会
員
を
表
彰
す
る
も
の
 

で
、
共
同
研
究
、
業
績
者
が
あ
 

る
場
合
は
、
共
同
受
賞
も
あ
り
 

得
る
と
し
て
い
る
。
 

対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
放
 

射
線
技
師
部
会
世
話
人
が
推
薦
 

し
た
候
補
者
の
中
か
ら
委
員
会
 

が
選
考
す
る
が
、
五
年
以
上
消
 

化
管
撮
影
に
従
事
し
た
本
会
の
 

会
員
で
会
費
を
完
納
し
て
い
る
 

者
に
限
る
。
 

こ
の
賞
の
授
与
は
、
毎
年
一
 

回
放
射
線
技
師
部
会
の
総
会
時
 

に
行
い
一
受
賞
と
し
、
表
彰
状
 

に
副
賞
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
 

る
。
委
員
は
次
の
通
り
。
 

潁
問
 

笹
川
道
三
，
栃
木
県
立
が
ん
 

セ
ン
タ
I 

委
員
(
順
不
同
)
 

藤
井
照
己
，
労
働
医
学
研
究
 

会
 

鶴
田
重
彦
，
癌
研
付
属
病
院
 

佐
藤
忠
，
慶
応
大
学
病
院
 

斎
藤
裕
久
，
国
立
横
浜
病
院
 

木
村
行
俊
，
東
洋
公
衆
衛
生
 

学
院
 

大
槻
清
孝
，
都
立
，
台
東
病
院
 

海
老
拫
精
ニ
 ，
国
立
東
京
第
 

二
病
院
 

タ
ブ
︱を
破
り
実
現
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
、
癌
研
 

検
診
セ
ン
タ
︱
、
東
京
都
が
ん
 

検
診
セ
ン
タ
︱
、
慶
応
大
学
、
 

東
京
医
大
霞
ケ
浦
病
院
、
神
奈
 

川
県
予
防
医
学
協
会
、
国
立
横
 

浜
病
院
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
 

ン
タ
︱
な
ど
、
わ
が
国
を
代
表
 

す
る
検
診
実
施
機
関
の
X
線
写
 

真
展
示
が
、
九
月
八
日
、
第
二
 

三
回
技
師
部
会
と
同
時
に
横
浜
 

市
関
内
ホ
︱
ル
で
行
わ
れ
る
こ
 

と
に
な
っ
た
。
 

石
渡
良
徳
会
長
の
熱
意
と
努
 

力
が
結
実
し
た
も
の
で
、
わ
が
 

国
で
胃
集
検
が
実
施
さ
れ
る
よ
 

消
化
管
撮
影
に
熱
意
を
も
つ
 

放
射
線
技
師
の
自
主
研
修
レ
ポ
 

︱
卜
「
胃
の
会
二
ュ
ー
ス
」
が
 

六
月
一
日
付
で
四
十
六
号
に
な
 

つ
た
。
 

創
刊
は
昭
和
六
十
一
年
八
 

月
。
そ
れ
か
ら
毎
月
休
む
こ
と
 

な
く
月
一
回
の
研
修
会
を
つ
づ
 

け
、
二
ュ
︱
ス
を
発
行
し
て
い
 

る
。
 

こ
の
二
ュ
︱
ス
を
読
ん
で
い
 

る
と
、
放
射
線
技
師
の
グ
ル
︱
 

プ
の
成
長
ぶ
り
が
よ
く
分
か
つ
 

て
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
や
が
 

て
、
消
化
管
撮
影
技
師
の
歴
史
 

を
刻
む
貴
重
な
資
料
に
な
る
の
 

で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
あ
 

る
。
 

二
ュ
ー
ス
は
85版
一
一
頁
、
 

1一
千
字
程
度
に
ま
と
め
ら
れ
て
 

い
る
が
、
文
章
の
素
朴
な
味
が
 

温
か
味
を
伝
え
、
読
者
の
気
持
 

を
和
(
な
ご
)
ま
せ
て
く
れ
る
 

と
こ
ろ
が
捨
難
い
。
毎
回
、
き
 

ち
ん
と
参
加
者
の
人
数
を
載
せ
 

参
加
者
が
多
い
と
「
有
難
う
ご
 

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
も
ヨ
ロ
シ
 

ク
」
と
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
い
 

る
。
参
加
者
が
少
な
い
 

と
迫
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
 

「
胃
の
会
二
ュ
︱
ス
」
は
十
 

号
ま
で
、
長
野
県
放
射
線
技
師
 

会
，
技
術
学
会
東
信
支
部
の
中
 

に
置
い
た
〃
胃
の
会
〃
事
務
局
 

(
南
佐
久
郡
臼
田
町
臼
田
一
九
 

七
-佐
久
総
合
病
院
放
射
線
科
)
 

の
自
前
発
行
で
あ
つ
た
が
、
十
 

編
集
部
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
 

し
、
部
員
も
い
な
い
の
だ
か
ら
 

正
式
な
肩
書
き
で
は
な
い
。
だ
 

か
ら
毎
号
ど
こ
に
も
萩
原
の
署
 

名
は
な
い
。
な
い
け
れ
ど
も
、
 

萩
原
の
実
像
は
X
線
写
真
よ
り
 

は
る
か
に
鮮
明
に
文
章
の
中
に
 

表
現
さ
れ
て
い
る
。
 

胃
の
会
二
ュ
︱ス
編
集
長
 

技
師
，
萩
原
常
夫
 

は
、
本
文
の
中
で
さ
り
げ
な
く
 

「
例
会
の
内
容
は
、
参
加
者
の
 

数
の
こ
と
も
あ
り
、
少
し
変
更
 

し
ま
し
た
」
と
、
断
り
書
き
を
入
 

れ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
の
レ
ポ
 

︱
ト
に
は
、
主
宰
者
の
気
持
が
 

滲
み
出
て
お
り
、
胸
に
ジ
ー
ン
 

一
号
か
ら
は
、
東
信
支
部
広
報
 

紙
「
と
う
し
ん
」
の
付
録
と
し
て
 

発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

長
野
県
の
「
東
信
」
は
、
東
 

西
を
ひ
8
信
越
線
の
軽
井
沢
か
 

ら
上
田
ま
で
、
南
北
は
小
海
線
 

の
小
諸
か
ら
山
梨
県
境
の
野
辺
 

山
ま
で
と
思
つ
て
く
れ
れ
ば
い
 

小
諸
が
ち
ょ
う
ど
中
心
な
の
 

で
、
小
諸
厚
生
総
合
病
院
の
技
 

師
萩
原
常
夫
が
、
ご
く
自
然
の
 

形
で
「
胃
の
会
二
ュ
ー
ス
」
の
 

編
集
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
 

な
っ
た
。
編
集
長
と
言
っ
て
も
 

例
え
ば
、
小
諸
厚
生
総
合
病
 

院
外
科
，
胃
腸
科
臼
井
健
二
医
 

長
を
招
い
て
冬
期
集
中
講
座
を
 

開
催
し
た
と
き
の
レ
ポ
︱
ト
に
 

次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
 

「
二
時
間
に
近
い
ご
講
演
を
 

こ
の
(
二
ュ
ー
ス
)
よ
う
な
狭
 

い
紙
面
で
要
約
す
る
の
は
土
台
 

無
理
な
話
で
す
か
ら
、
内
容
に
 

不
自
然
な
部
分
が
あ
っ
た
ら
、
 

責
任
は
全
面
的
に
編
集
で
す
。
 

実
際
に
来
て
聞
い
て
下
さ
い
。
 

そ
れ
が
一
番
で
す
。
(
中
略
)
先
 

生
の
お
っ
し
ゃ
つ
た
内
容
は
、
 

た
い
へ
ん
雑
駁
(
ざ
っ
ぱ
く
)
 

な
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
は
 

つ
き
り
言
っ
て
『
い
っ
か
教
科
 

書
で
読
ん
だ
話
』
で
す
。
ち
ゃ
 

ん
と
勉
強
し
た
技
師
な
ら
『
知
 

つ
て
い
る
話
』
で
す
。
で
も
、
 

知
っ
て
い
て
当
り
前
の
こ
と
 

力
3た
ん
な
力
.̂
?力
出
て
こ
 

な
い
。
そ
れ
が
勉
強
と
い
う
も
 

の
で
す
。
(
第
ぬ
号
、
原
文
の
 

ま
ま
)
い
か
に
も
萩
原
ら
し
い
 

味
の
あ
る
文
章
だ
と
思
う
。
 

萩
原
の
写
真
は
趣
味
の
域
を
 

越
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ミ
ノ
 

ッ
ク
ス
(
ド
イ
ツ
の
超
小
型
力
 

メ
ラ
)
を
五
種
類
、
ラ
イ
カ
の
 

ゾ
ナ
︱
(
レ
ン
ズ
)
の
 

付
い
た
コ
ン
タ
ッ
ク
ス
、
ニ
コ
 

ン
卩
と
3
2
、
セ
ミ
版
フ
ジ
力
 

08645な
ど
の
カ
メ
ラ
を
 

所
有
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
 

も
、
た
だ
者
で
は
な
い
。
 

ハ
︱
モ
二
力
も
好
き
で
、
ヮ
 

ル
ッ
の
名
曲
「
ド
ナ
ウ
河
の
 

連
」
を
よ
く
吹
く
ん
で
す
よ
、
 

と
小
声
で
話
し
て
く
れ
た
。
 

"小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
、
 

雲
白
く
遊
子
悲
し
む
〃
の
島
崎
 

藤
村
の
詩
で
有
名
な
千
曲
川
の
 

川
べ
り
で
、
独
奏
し
て
い
る
姿
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ヮット隆子さん 

乳がんと闘う「あけぼの会」 

10年で会員2 ，3 0 0人 

ヮ
ッ
ト
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
 

四
冊
本
を
出
版
し
て
い
る
。
一
 

冊
目
は
「
け
っ
し
て
あ
き
ら
め
 

な
い
で
」
(
昭
和
五
十
八
年
，
 

文
化
出
版
局
)
こ
の
本
に
は
、
 

自
ら
乳
が
ん
の
手
術
を
う
け
た
 

経
験
を
、
同
じ
手
術
を
う
け
た
 

仲
間
に
伝
え
よ
う
と
す
る
情
念
 

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
 

一
一
冊
目
は
「
が
ん
患
者
に
贈
 

る
5
の
勇
気
」
(
六
十
二
年
，
 

草
思
社
)
ワ
ッ
ト
さ
ん
が
日
赤
 

医
療
セ
ン
タ
︱
で
手
術
を
う
け
 

た
の
が
、
五
十
二
年
九
月
。
乳
 

耳
な
れ
な
い
言
葉
だ
 

が
、
下
か
ら
の
が
ん
対
策
。
 

ヮ
ッ
ト
隆
子
さ
ん
の
乳
が
 

ん
手
術
患
者
の
会
「
あ
け
 

ぼ
の
会
」
の
活
動
の
足
跡
 

を
み
る
と
、
そ
う
思
わ
な
 

い
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
 

が
ん
征
圧
は
、
厚
生
省
 

を
頂
点
に
都
道
府
県
、
市
 

区
町
村
と
上
か
ら
降
り
て
 

き
て
、
住
民
に
及
ぶ
。
こ
 

れ
を
対
ガ
ン
協
会
や
実
施
 

機
関
が
サ
ボ
︱
ス
す
る
。
 

ま
さ
に
上
か
ら
の
が
ん
対
 

策
。
ヮ
ッ
ト
さ
ん
が
保
健
 

婦
研
修
会
の
講
師
に
登
場
 

す
る
。
そ
こ
で
業
績
を
。
 

診
療
放
射
線
技
師
の
長
年
の
夢
 

で
あ
っ
た
『
市
川
賞
』
の
制
定
 

が
正
式
に
決
ま
り
、
授
賞
委
員
 

会
も
発
足
し
た
こ
と
が
、
ま
ず
 

第
一
の
朗
報
で
あ
る
。
こ
れ
に
 

関
連
し
て
、
第
二
三
回
技
師
部
 

会
総
会
で
は
、
認
定
技
師
制
定
 

へ
の
動
き
が
本
格
化
し
て
、
シ
 

ン
ボ
ジ
ゥ
ム
で
も
討
論
さ
れ
る
 

こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
前
夜
祭
 

的
な
意
味
を
込
め
て
、
「
な
ぜ
 

認
定
技
師
が
必
要
か
」
を
特
集
 

し
、
胃
集
検
に
従
事
し
て
い
る
 

0編
集
委
員
 

東
京
都
江
戸
川
区
医
師
会
 

神

保

勝

一
 

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

林

学
 

茨
城
県
総
合
健
診
協
会
 

石

川

和

正
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

高

田

貞

市
 

調
布
市
役
所
小
林
ユ
キ
子
 

放
射
線
技
師
の
周
辺
に
介
在
し
 

て
い
る
諸
問
題
を
掘
り
下
げ
て
 

み
た
。
V
技
師
部
会
の
世
話
人
 

が
総
会
の
会
場
で
、
自
ら
撮
影
 

し
た
X
線
写
真
の
展
示
会
を
行
 

う
こ
と
に
な
つ
た
の
は
革
命
的
 

な
出
来
事
で
、
こ
れ
だ
け
は
、
 

ぜ
ひ
全
国
の
技
師
の
間
に
普
及
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
 

だ
。
V
保
健
婦
の
研
究
会
に
、
 

乳
が
ん
手
術
者
の
会
の
ヮ
ッ
ト
 

隆
子
さ
ん
が
き
て
く
れ
る
。
有
 

難
い
こ
と
で
あ
る
。
 

厚
生
連
長
岡
中
央
総
合
病
院
 

原

敬

治
 

東
京
都
予
防
医
学
協
会
 

福
田
ジ
ュ
ン
 

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
 

鈴
木
信
吾
 

東
京
都
立
台
東
病
院
 

大

槻

清

孝
 

国
立
東
京
第
二
病
院
 

大

棒

秀

ー
 

わ
り
で
は
な
い
」
を
付
け
て
い
 

る
の
が
目
を
ひ
く
。
 

四
冊
目
は
、
「
あ
け
ぼ
の
会
」
 

一
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
 

「
末
期
の
が
ん
」
に
つ
い
て
の
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
が
ん
患
者
の
 

憧
れ
 

ボ
ス
ピ
ス
と
は
ど
ん
 

な
と
こ
？
」
の
速
記
録
と
末
期
 

が
ん
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
︱
ト
 

調
査
の
結
果
を
ま
と
め
、
シ
ン
 

ポ
ジ
ゥ
ム
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
 

で
、
六
十
四
年
、
星
雲
社
か
ら
 

出
版
し
て
い
る
。
 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
 

医
師
側
の
演
者
と
し
て
、
原
義
 

雄
，
聖
隸
ホ
ス
ピ
ス
名
誉
所
 

ら
徐
々
に
実
用
段
階
に
入
つ
て
 

き
て
お
り
、
利
用
事
例
報
告
の
 

数
が
多
く
な
つ
て
き
た
。
 

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
︱
の
世
界
は
 

中
央
演
算
処
理
装
置
(
じ
？
じ
) 

の
機
能
が
倍
々
と
増
大
し
て
、
 

三
ニ
ビ
ッ
ト
の
世
代
に
な
り
、
 

メ
モ
リ
ー
や
記
憶
装
置
に
光
磁
 

気
デ
ィ
ス
ク
が
使
用
さ
れ
る
な
 

ど
大
型
コ
ン
ピ
ュ
︱
タ
︱
の
パ
 

ソ
コ
ン
化
が
進
ん
で
い
る
。
活
 

用
法
も
I八
2
や
I3
八
じ
が
 

普
通
用
語
化
す
る
ほ
ど
の
進
展
 

を
み
せ
て
い
る
の
で
、
い
ず
 

れ
、
コ
ン
ビ
ュ
︱
タ
︱
を
知
ら
 

な
い
で
、
医
療
や
保
健
を
語
る
 

こ
と
は
で
き
な
い
日
が
く
る
こ
 

と
は
目
に
見
え
て
'る
。
 

長
、
北
谷
知
己
，
国
立
療
養
所
 

松
戸
病
院
副
院
長
、
霞
富
士
雄
 

.癌
研
付
属
病
院
乳
腺
外
科
部
 

長
、
患
者
側
か
ら
は
橘
幸
子
さ
 

ん
、
広
田
恒
子
さ
ん
(
医
師
)
 

に
お
け
る
タ
︱
ミ
ナ
ル
，
ケ
ア
 

の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
片
ゃ
 

が
ん
患
者
た
ち
は
、
自
分
が
末
 

期
に
な
つ
た
と
き
ど
う
扱
つ
て
 

ほ
し
い
と
願
つ
て
い
る
か
。
こ
 

著
書
に
溢
れ
る
情
念
 

苦
し
み
も
喜
び
も
共
に
 

が
出
席
し
て
い
る
。
 

ヮ
ッ
ト
さ
ん
は
「
あ
と
が
き
」
 

で
、
「
が
ん
末
期
患
者
が
一
般
 

病
院
で
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
 

か
、
す
な
わ
ち
、
日
本
の
病
院
 

の
二
つ
を
双
方
か
ら
交
錯
さ
せ
 

て
い
く
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
 

る
「
理
想
的
タ
ー
ミ
ナ
ル
，
ケ
 

ァ
」
の
あ
り
か
た
が
見
え
て
く
 

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
。
こ
 

れ
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
の
 

ね
ら
い
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
 

ワ
ッ
ト
さ
ん
を
は
じ
め
、
が
ん
 

と
闘
う
女
性
た
ち
の
本
音
の
姿
 

に
は
心
打
た
れ
る
。
 

い
ま
ま
で
の
が
ん
征
圧
の
ァ
 

キ
レ
ス
腱
は
、
実
施
側
の
姿
勢
 

の
み
が
強
く
て
、
受
診
者
︱
︱
 

患
者
側
の
姿
が
霞
ん
で
い
る
こ
 

と
で
あ
る
。
ワ
ッ
ト
さ
ん
の
よ
 

う
な
乳
が
ん
手
術
の
経
験
を
ふ
 

ま
え
た
上
で
、
が
ん
征
圧
に
取
 

り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
と
の
交
 

流
を
深
め
て
、
ム
マ
後
、
が
ん
征
 

圧
活
動
を
す
す
め
る
ベ
き
で
は
 

な
レ
カ
 

第
れ
回
保
 

1
婦

研

修

会
 

が
ん
征
圧
に
三
本
柱
 

夏
の
暑
い
日
が
つ
づ
く
と
、
 

保
健
婦
研
修
会
の
シ
︱
ズ
ン
と
 

な
る
。
早
い
も
の
で
、
今
年
で
 

一
九
回
目
に
な
る
。
す
で
に
案
 

内
は
関
係
者
宛
に
発
送
さ
れ
、
 

申
込
み
者
数
が
定
員
の
七
十
名
 

を
は
る
か
に
越
え
て
、
九
十
六
 

名
に
な
つ
た
と
、
事
務
局
の
玉
 

置
扶
美
代
，
保
健
婦
(
横
浜
市
 

立
市
民
病
院
が
ん
検
診
セ
ン
タ
 

！
)
は
会
場
の
設
営
に
頭
を
痛
 

め
て
い
る
。
 

研
修
会
は
八
月
一
、
一
一
日
の
 

二
日
間
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
行
 

わ
れ
る
。
 

第
一
日
は
、
「
消
化
器
集
団
 

検
診
の
動
向
」
を
国
立
が
ん
セ
 

ン
タ
︱
市
川
平
三
郎

名̂
誉
院
 

長
、
「
胃
集
検
の
精
度
管
理
に
 

つ
い
て
︱
︱
到
達
目
標
と
し
て
 

の
指
標
︱
︱
」
を
長
野
県
成
人
 

病
予
防
協
会
宮
下
美
生
.理
事
、
 

第
二
日
は
、
「
が
ん
の
疫
学
I 

が
ん
疫
学
に
関
す
る
最
新
情
報
 

1̂」
を
国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

渡
辺
昌
，
疫
学
部
長
、
特
別
講
 

演
と
し
て
「
ク
オ
リ
テ
ィ

ォ̂
 

ブ
，
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
考
え
る
 

︱
︱
乳
が
ん
経
験
者
の
会
を
中
 

心
に
！
I」
を
ヮ
ッ
ト
，
隆
子
 

4
あ
け
ぼ
の
会
会
長
が
行
う
。
 

今
回
の
研
修
会
の
特
色
は
、
 

何
と
言
つ
て
も
、
受
診
者
側
か
 

ら
の
発
言
と
し
て
、
自
ら
も
乳
 

が
ん
経
験
者
で
あ
り
、
ま
た
、
 

経
験
者
の
会
を
組
織
運
営
し
て
 

い
る
ワ
ッ
ト
.隆
子
会
長
を
特
 

別
講
演
の
講
師
に
迎
え
た
こ
と
 

で
あ
る
。
 

昭
和
二
十
年
代
、
結
核
予
防
 

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
頃
は
 

全
国
各
地
に
組
織
さ
れ
た
「
患
 

者
の
会
」
が
、
行
政
を
中
心
に
 

推
進
さ
れ
た
予
防
活
動
を
裏
側
 

か
ら
支
え
て
成
果
を
挙
げ
た
。
 

が
ん
予
防
で
は
、
こ
れ
ま
で
 

二
次
予
防
が
独
走
す
る
形
で
実
 

施
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
よ
う
 

や
く
一
 次
予
防
を
重
視
す
る
気
 

運
が
起
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
 

な
と
き
に
、
ワ
ッ
ト
.
隆
子
会
 

長
の
よ
う
な
、
経
験
者
に
よ
る
 

「
経
験
者
の
組
織
」
が
、
が
ん
 

征
圧
の
一
翼
に
加
っ
て
く
る
こ
 

と
は
意
義
深
く
、
そ
れ
だ
け
に
 

講
演
の
内
容
が
期
待
さ
れ
る
。
 

会
員
六
人
に
一
入
が
読
ん
だ
 

日
本
の
医
療
が
わ
か
る
本
 

わ
が
国
の
八
八
年
度
の
医
療
 

費
が
十
八
兆
円
を
越
え
た
。
こ
 

れ
か
ら
毎
年
一
兆
円
べ
︱
ス
で
 

増
え
て
行
く
予
測
が
あ
る
。
医
 

療
費
は
高
い
の
か
、
安
い
の
か
。
 

別
の
見
方
で
、
わ
が
国
の
一
流
 

企
業
の
従
業
員
一
人
当
り
の
年
 

間
売
上
高
と
医
療
費
を
従
事
者
 

一
人
当
り
で
計
算
し
た
額
を
比
 

較
す
る
と
医
^̂一

 

流
企
業
 

の
た
つ
た
十
^̂
。
医
療
費
 

が
安
す
ぎ
る
の
か
、
従
事
者
数
 

が
多
す
ぎ
る
の
か
。
俄
に
判
断
 

に
迷
う
。
 

急
速
に
す
す
む
高
年
齢
化
は
 

医
療
費
を
押
し
上
げ
る
。
医
師
 

の
数
は
や
が
て
人
口
十
万
人
対
 

二
百
二
十
人
を
越
え
、
相
当
数
 

が
臨
床
に
は
っ
け
な
く
な
る
。
 

病
院
の
ベ
ッ
ド
の
三
分
の
一
は
 

十
年
の
う
ち
に
消
え
る
。
都
市
 

は
開
業
医
の
廃
業
が
つ
づ
き
、
 

や
が
て
開
業
過
疎
に
な
る
。
 

厚
生
省
も
医
療
従
事
者
も
患
 

者
も
、
い
つ
た
い
こ
れ
か
ら
ど
 

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
憂
慮
し
 

て
い
る
け
れ
ど
、
困
っ
た
こ
と
 

に
誰
も
答
え
を
も
つ
て
い
な
 

い
。
検
診
機
関
の
首
脳
も
、
十
 

年
後
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
な
る
の
 

か
、
今
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
応
 

し
た
ら
い
い
か
。
そ
れ
を
聞
き
 

た
い
と
待
望
し
て
い
る
。
 

こ
ん
な
ム
︱
ド
が
溢
れ
て
い
 

る
の
を
み
て
、
新
進
の
医
学
ジ
 

ャ
︱
ナ
リ
ス
ト
吉
野
晶
雄
氏
が
 

「
日
本
の
医
療
が
わ
か
る
本
」
 

を
出
版
し
た
。
厚
生
省
記
者
ク
 

ラ
ブ
の
経
験
と
豊
富
な
資
料
を
 

縦
横
に
駆
使
し
て
、
わ
が
国
の
 

医
療
の
全
貌
を
平
易
に
解
説
、
 

十
年
後
の
予
測
ま
で
し
て
み
せ
 

て
く
れ
た
。
 

こ
の
本
は
、
わ
が
国
の
医
療
 

展
望
の
総
論
の
よ
う
な
も
の
 

で
、
ほ
ん
と
う
は
、
取
り
上
げ
 

ら
れ
て
い
る
各
項
121̂
つ
い
 

本
紙
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
の
ご
意
見
 

を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

投
稿
は
主
張
.
提
言
，
体
験
談
、
胃
集
検
情
 

報
な
ど
の
ほ
か
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
写
真
 

な
ど
も
@迎
し
ま
す
。
 

投
稿
さ
れ
る
方
へ
 

締
切
は
と
く
に
設
け
ま
せ
ん
。
 

字
数
は
一
〇
〇
〇
字
程
度
。
 

編
集
部
で
要
約
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

お
礼
1
採
用
の
分
に
は
薄
謝
贈
呈
。
 

送
り
先
，
関
東
甲
信
越
地
方
会
編
集
委
員
会
 

し
 

て
、
突
っ
込
ん
だ
解
説
が
欲
し
 

い
の
だ
が
、
そ
れ
を
一
挙
に
望
 

む
の
は
無
理
と
し
て
、
著
者
の
 

今
後
に
期
待
し
た
い
。
 

本
会
の
事
務
局
で
、
全
会
員
 

に
対
し
斡
旋
を
し
た
ら
驚
い
た
 

こ
と
に
六
人
に
一
人
の
割
合
を
 

少
し
越
え
た
申
し
込
み
が
あ
つ
 

た
。
反
響
も
少
な
く
な
か
つ
た
 

が
、
著
者
の
視
野
の
広
さ
に
啓
 

発
さ
れ
た
と
か
、
筆
の
軟
か
さ
 

の
お
蔭
で
一
挙
に
読
ん
で
し
ま
 

つ
た
な
ど
が
目
を
引
い
た
。
(日
 

本
の
医
療
が
わ
か
る
本
，
日
本
 

医
療
企
画
，
一
五
〇
〇
円
)
 

己
 

1115
 後

 
舅
 V

厚
生
省
の
「
第
五
 

次
悪
性
新
生
物
(
ガ
 

ン
)
実
態
調
査
」
発
 

表
に
、
日
刊
全
国
紙
 

四
社
が
一
斉
に
社
説
 

で
取
り
上
げ
、
そ
の
 

中
に
「
が
ん
対
策
は
 

見
直
し
が
必
要
だ
」
 

「
ガ
ン
検
診
の
あ
り
方
再
考
を
」
 

な
ど
が
あ
り
、
が
ん
対
策
に
対
 

す
る
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
度
の
高
 

さ
は
並
々
で
な
い
も
の
が
あ
つ
 

た
。
V
四
月
に
は
恒
例
の
日
本
 

消
集
検
学
会
の
全
国
集
計
も
発
 

表
さ
れ
た
が
、
本
会
と
し
て
は
 

3本
の
文
化
と
籥
の
結
品
0
 

皮
角
強
攻
搽
ロ
セ
フ
ェ
ム
 

研
究
か
ら
実
用
段
階
に
 

透
析
に
光
力
︱ド
利
用
 

第
三
五
回
日
本
透
析
療
法
学
 

会
が
七
月
七
、
八
日
、
横
浜
市
 

神
奈
川
県
民
ホ
︱
ル
で
、
開
催
 

さ
れ
た
が
、
「
血
液
透
析
に
お
 

け
る
光
力
ー
ド
の
利
用
」
の
デ
 

モ
が
あ
り
参
加
者
の
注
目
を
集
 

め
た
。
 

医
療
と
保
 

健
領
域
に
お
 

け
る
光
力
︱
 

ド
の
利
用
に
 

つ
い
て
は
、
 

研
究
段
階
か
 

ど
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
 

客
観
的
に
冷
静
な
眼
で
書
か
れ
 

て
い
る
。
 

三
冊
目
は
、
著
書
で
は
な
く
 

「
私
た
ち
は
生
き
る
︱
︱
乳
が
 

ん
三
十
七
人
の
体
験
」
(
六
十
 

四
年
、
同
朋
社
)
を
編
者
名
で
 

出
し
て
い
る
。
手
記
の
後
に
、
 

再
発
体
験
座
談
会
「
再
発
は
終
 

が
ん
の
手
術
を
う
け
た

者̂
の
 

会
「
あ
け
ぼ
の
会
」
が
発
足
し
 

た
の
が
、
五
十
四
年
。
そ
れ
か
 

ら
八
年
も
経
過
し
て
い
る
の
で
 

こ
の
本
は
、
「
あ
け
ぼ
の
会
」
 

誕
生
と
活
動
の
経
過
や
乳
が
ん
 

の
手
術
に
ま
つ
わ
る
、
家
庭
の
 

こ
と
、
医
療
の
こ
と
、
患
者
と
 

し
て
の
心
の
持
ち
方
の
こ
と
な
 


